
『
古
事
記
』
雄
略
天
皇
条
の
構
成

烏
谷
知
子

は
じ
め
に

雄
略
記
は
次
の
よ
う
な
内
容
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

Ａ

�日
下
に
坐
す
若
日
下
部
王
へ
の
求
婚

Ｂ

�三
輪
の
引
田
部
赤
猪
子
へ
の
求
婚
と
そ
の
結
末

Ｃ

�吉
野
の
童
女
と
の
結
婚

Ｄ

�吉
野
の
阿
岐
豆
野
に
お
け
る
狩
猟

Ｅ

�
�城

山
で
の
大
猪
と
の
遭
遇

Ｆ

�
�城

山
で
の
一
言
主
大
神
と
の
遭
遇

Ｇ

�春
日
の
袁
杼
比
売
へ
の
求
婚

Ｈ

�新
嘗
豊
楽
に
お
け
る
三
重
の

�の
献
歌
、
若
日
下
部
王
の
勧
酒
歌
、
天
皇
の
御
歌

（
天
語
歌
三
首
）

Ｉ

�天
皇
と
袁
杼
比
売
の
唱
和

こ
れ
ら
の
説
話
は
、
二
話
一
連
の
構
成
を
も
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る ①
。
Ａ

�Ｂ

�は
、

Ｂ

�の
伝
承
中
の
志
都
歌
の
一
首
の
「
日
下
江
の
入
江
の

�

花

�

身
の

�り
人
」

（
記
九
四
番
）
を
若
日
下
部
王
の
比
喩
と
捉
え
る ②
と
、
若
日
下
部
王
へ
の
求
婚
と
そ
の
成

立
と
い
う
テ
ー
マ
を
も
つ
。
Ｃ

�Ｄ

�は
吉
野
を
舞
台
に
し
て
お
り
、
青
木
周
平
は
こ
の
配

列
に
は
「
古
事
記
の
編
者
に
よ
る
独
自
な
雄
略
天
皇
像
造
形
の
意
図
」
が
あ
り
、「『
呉

床
』
と
い
う
語
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う ③
。
」
と
指
摘
す
る
。

Ｅ

�Ｆ

�は

�城
山
を
舞
台
に
し
て
い
る
。
長
野
一
雄
は
Ｅ

�Ｆ

�の
関
係
を
、
「
一
話
で

�城

山
の
神
を
冒
と
く
し
て
失
敗
し
た
天
皇
が
、
二
話
で
は
そ
の
神
に
畏
敬
の
念
を
表
し
て

山
入
り
し
、
逆
に
神
の
敬
意
を
受
け
て
両
者
が
宥
和
し
た
有
り
様
を
語
る
説
話 ④
」
と
す

る
。
ま
た
中
村
啓
信
は
、
「
大
猪
が
神
の
化
し
た
姿
か
、
神
使
の
そ
れ
か
を
明
ら
か
に

し
な
い
ま
ま
、
天
皇
は
激
し
い
抵
抗
を
受
け
た
の
で
あ
る
か
ら
、
天
皇
は
再
度

�城
山

に
登
幸
す
る
こ
と
と
な
る
。
め
ざ
す
相
手
、
服
従
さ
せ
る
べ
き
神
は
当
然

�城
山
の
神

で
あ
り
、
大
猪
の
説
話
は
一
言
主
大
神
の
説
話
へ
と
連

�し
て
一
つ
の
物
語
に
成
長
す

る ⑤
。
」
と
指
摘
す
る
。
二
話
は
、
天
皇
の

�城
山
の
祭
政
掌
握
の
過
程
を
説
く
意
図
で

結
び
つ
い
て
い
る
だ
ろ
う
。
Ｇ

�は
袁
杼
比
売
へ
の
求
婚
と
比
売
の

�走
が
語
ら
れ
、
そ

の
結
末
が
Ｉ

�で
示
さ
れ
る
。
ま
た
Ｈ

�と
Ｉ

�は
豊
楽
を
テ
ー
マ
に
結
び
つ
く
。
榎
本
福
寿

は
二
話
一
連
の
構
成
原
理
の
中
に
は
、
（
Ａ

	Ｂ
）（
Ｈ

	三
重

�
	若

日
下
部
王

	雄
略
天

皇
の
歌
謡
）




高
光
る
日
の
御
子
、
（
Ｄ
）
（
Ｅ
）
（
Ｉ

	袁
杼
比
売
の
歌
謡
）




や
す
み

し
し
吾
が
大
君
、
の
二
つ
の
系
統
の
流
れ
が
あ
る ⑥
、
と
指
摘
す
る
。
雄
略
記
の
記
述
は
、

雄
略
紀
の
記
述
と
異
な
り
「
怒
れ
る
天
皇
像
」
を
強
く
打
ち
出
し
て
は
い
な
い
。
怒
れ

る
姿
の
片
鱗
を
見
せ
る
志
幾
の
大
県
主
と
の
問
答
、
一
言
主
神
と
の
遭
遇
や
三
重
の

�

―１―

学
苑

	日
本
文
学
紀
要

第
八
九
一
号
一
～
一
六
（
二
〇
一
五

	一
）




若
日
下
部
王
と
赤
猪
子
の
伝
承
を
起
点
に






の
伝
承
で
も
、
大
県
主
の
謝
罪
を
受
け
入
れ
、
一
言
主
の
名
の
り
に
よ
っ
て
神
に
敬
意

を
示
し
、

�の
歌
の
善
言
に
よ
っ
て
罪
を
許
す
と
い
う
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

安
康
記
に
は
童
男
と
し
て
登
場
し
、
皇
位
継
承
有
資
格
者
を
次
々
に
殺
し
て
勝
利
者
と

な
る
残
虐
性
が
描
か
れ
る
が
、
即
位
後
の
雄
略
記
に
は
そ
れ
が
描
か
れ
な
い
こ
と
も
特

徴
で
あ
る
。
雄
略
記
の
舞
台
に
な
る
の
は
、
日
下
、
三
輪
、
吉
野
、

�城
、
春
日
で
あ

り
、
物
語
は
都
が
置
か
れ
た
長
谷
で
し
め
く
く
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
巡
幸
と
求
婚
伝
承

が
中
心
で
あ
り
、
古
代
の
天
皇
家
に
重
要
視
さ
れ
た
土
地
が
選
ば
れ
て
い
る
。
Ａ

�～
Ｉ

�

に
お
い
て
、
二
話
一
連
の
構
成
を
も
つ
説
話
の
最
初
と
最
後
に
登
場
す
る
の
が
、
大
后

若
日
下
部
王
で
あ
る
。
ま
た
仁
徳
天
皇
の
皇
女
で
あ
る
こ
の
大
后
は
、
安
康
記
に
雄
略

天
皇
の
結
婚
の
候
補
者
と
し
て
登
場
し
、
仁
徳
記
か
ら
雄
略
記
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
し

て
い
る
。
本
稿
で
は
Ａ

�～
Ｉ

�の
伝
承
の
中
で
雄
略
天
皇
が
女
性
た
ち
と
の
交
渉
を
通
し

て
ど
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
か
、
吉
野
や

�城
の
伝
承
も
視
野
に
入
れ
て
二
話
一

連
の
構
成
か
ら
検
討
す
る
。
特
に
若
日
下
部
王
を
中
心
に
、
大
后
と
対
照
的
に
老
い
が

描
か
れ
る
赤
猪
子
の
伝
承
を
起
点
と
し
て
、
雄
略
天
皇
像
が
ど
の
よ
う
に
造
型
さ
れ
て

い
る
か
を
考
察
し
た
い
。

一
若
日
下
部
王
伝
承

若
日
下
部
王
は
仁
徳
記
に
、
「

�上
に
云
へ
る
日 ・
向 ・
の

�縣
君
、
牛

�の
女
、

�長

比
賣
を
娶
し
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
波
多
毘
能
大

�子
、
亦
の
名
は
大
日
下
王
。

	

に
波
多
毘
能
若

�女
、
亦
の
名
は
長
日
比
賣
命
、
亦
の
名
は
若 ・
日 ・
下 ・
部 ・
命 ・
。

掎 二
」
（
傍
点

傍
線
、
筆
者
注
。
以
下
同
じ
）
と
記
さ
れ
る
。
系
譜
上
雄
略
天
皇
の
祖
父
に
あ
た
る
仁
徳

天
皇
と
髪
長
比
売
と
の
成
婚
に
つ
い
て
青
木
周
平
は
、
「
下
巻
巻
頭
の
天
皇
と
し
て
神

話
的
規
範
と
し
て
の


日
向

�を
受
け
継
ぎ
つ
つ
「
治

二
天
下

一
」
天
皇
に
ふ
さ
わ
し

い


日の
御
子

�の
婚
と
し
て
用
意
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
し
、
さ
ら
に
こ
の
皇

統
の
重
要
性
は
、
髪
長
比
売
の
娘
、
若
日
下
部
王
が
雄
略
天
皇
の


日の
御
子

�像
を

支
え
る
こ
と
に
な
る ⑦
点
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
安
康
記
で
は
、
安
康
天
皇
が
大
日
下
王

に
弟
の
大
長
谷
王
子
と
若
日
下
部
王
の
結
婚
を
打
診
す
る
。
大
日
下
王
は
押
木
玉
縵
を

献
上
し
て
承
諾
の
意
を
示
す
が
、
根
の
臣
の
讒
言
に
よ
り
殺
さ
れ
る
。
安
康
天
皇
は
大

日
下
王
の
嫡
妻
長
田
大
郎
女
を
大
后
と
す
る
が
、
連
れ
子
の
目
弱
王
は
父
の
仇
の
安
康

天
皇
を
殺
害
す
る
。
目
弱
王
は
都
夫
良
意
美
の
家
に
逃
げ
込
む
が
、
大
長
谷
王
に
攻
め

ら
れ
る
。
意
美
の
娘
訶
良
比
売
は

�城
の
五
つ
処
の
屯
倉
と
共
に
王
子
に
献
上
さ
れ
、

目
弱
王
を
殺
し
た
都
夫
良
意
美
は
自
尽
す
る
。
若
日
下
部
王
の
求
婚
譚
は
こ
の
よ
う
な

曲
折
を
経
て
雄
略
記
に
続
く
こ
と
に
な
る
。

Ａ

�は
、
前
段
に
雄
略
天
皇
と
志
幾
の
大
県
主
の
事
件
が
記
さ
れ
る
。

初
め
大
后
、
日
下
に

坐
し
し

時
、
日
下
の

直
越
の

�よ
り
、

河

に
幸

行
で
ま
し

き
。

爾

に
山
の
上
に
登
り
て

國
の

を

�け
た
ま
へ
ば
、

堅
魚
を
上
げ
て

舍
屋
を

作
れ
る
家
有
り

き
。
天
皇

其
の
家
を

問
は
し
め
て
云
り
た
ま

ひ
し
く
、
「

其
の

堅
魚
を
上
げ
て

舍
を

作
れ
る

は
誰
が
家

ぞ
。
」
と
の
り
た
ま
へ
ば
、

答
へ
て

白
し
し
く
、
「

志
幾
の
大
縣
主
の
家

ぞ
。
」
と

ま
を
し

き
。

爾
に
天
皇

詔
り
た
ま

ひ
し
く
、
「

奴
や
、

己
が
家
を
天
皇
の
御

舍
に

似
せ
て

�

れ
り
。
」
と
の
り
た
ま

ひ
て
、

�ち
人
を

�は
し
て

其
の
家
を

燒
か
し
め
た
ま
ふ

時
に
、

其

の
ａ大
縣
主

懼
ぢ

畏
み
て
、

稽
首

白
し
し
く
、
「

奴
に
有
れ
ば
、

奴
隨
ら
に

覺
ら
ず
て
、

�ち

作
り
し
は
甚
畏
し
。

故
、
能
美
の
御

�の
物
を
獻
ら
む
。
能
美
の
二
字
は

音
を
以
ゐ
よ
。
」
と
ま
を
し
て
、
布

を
白

き
犬
に

�け
、

鈴
を

�け
て
、

己
が

族
名
は

�佩
と

謂
ふ

人
に
、

犬
の

繩
を

取
ら
し

め
て

獻
上
り

き
。

故
、

其
の

火
を

�く
る
こ
と
を

止
め
し
め
た
ま

ひ
き
。

�ち
其
の
若
日

下
部
王
の
許
に
幸

行
で
ま
し
て
、

其
の

犬
を

賜
ひ
入
れ
て

詔
ら
し
め
た
ま

ひ
し
く
、
「

是
の

物
は
、

今
日

�

・
に ・

得 ・
つ ・
る ・

奇 ・
し ・

き ・
物 ・

ぞ
。

故
、

�

・

�

・
杼 ・
比 ・

此
の
四
字
は

音
を
以
ゐ
よ
。 の ・
物 ・
。
」
と
云

ひ
て

賜
ひ
入
れ
た
ま

ひ
き
。

是
に
若
日
下
部
王
、
天
皇
に

奏
さ
し
め
た
ま

ひ
し
く
、
「
ｂ日
に

背
き

―２―



て
幸
行
で
ま
し
し
事
、
甚
恐
し
。
（
背

レ
日
幸
行
之
事
、
甚
恐
。
）
故
、
己
れ
直
に
參
上
り
て
仕

へ
奉
ら
む
。
（
故
、
己
直
參
上
而
仕
奉
）。
」
と
ま
を
さ
し
め
た
ま
ひ
き
。
是
を
以
ち
て
宮
に

�

り
上
り
坐
す
時
に
、
其
の
山 ・
の ・
坂 ・
の
上
に
行
き
立
た
し
て
歌
曰
ひ
た
ま
ひ
し
く
、

日 ・
下 ・
部 ・
の

此
方
の
山
と

疊
薦

�群
の
山
の

此
方
此
方
の

山
の
峽
に

立

ち
榮
ゆ
る

葉 ・
廣 ・
熊 ・
白 ・
檮 ・

本 ・
に
は

い
く
み
竹
生
ひ

末 ・
方
に
は

た
し
み
竹
生

ひ
い
く
み
竹

い
く
み
は
寢
ず

た
し
み
竹

た
し
に
は

�寢
ず

後 ・
も ・
く ・
み ・
寢 ・

む ・
そ ・
の ・
思 ・
ひ ・
妻 ・
あ ・
は ・
れ ・
（
記
九
〇
番
）

と
う
た
ひ
た
ま
ひ
き
。

�ち
此
の
歌
を
持
た
し
め
て
、

�を

�し
た
ま
ひ
き
。

雄
略
記
の
冒
頭
は
、
安
康
記
の
大
日
下
王
事
件
で
中
断
さ
れ
た
若
日
下
部
王
へ
の
求

婚
譚
か
ら
は
じ
ま
る
。
日
下
の
地
は
、
「
大
日
下
王
の
御
名
代
と
爲
て
、
大
日
下
部
を

定
め
、
若
日
下
部
王
の
御
名
代
と
爲
て
、
若
日
下
部
を
定
め
た
ま
ひ
き
。
」
（
仁
徳
記
）

と
あ
り
、
「
日
」
の
語
を
負
う
名
代
名
か
ら
物
語
が
発
想
さ
れ
た ⑧
と
思
わ
れ
る
。
天
皇

は
妻
問
い
に
赴
く
際
に
国
見
を
し
た
と
こ
ろ
、
堅
魚
木
を
上
げ
て
天
皇
の
宮
殿
の
よ
う

に
造
ら
れ
た
大
県
主
の
家
を
見
つ
け
焼
き
払
お
う
と
す
る
が
、
傍
線
部
ａ
の
箇
所
で
県

主
は
「
能
美
の
御

�の
物
」
を
献
上
し
て
放
火
を
免
れ
る
。
寺
田
恵
子
は
「
稽
首
」
は
、

臣
下
が
自
ら
の
君
主
と
仰
ぐ
人
物
に
対
し
て
と
る
拝
儀
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
会
話

文
の
中
の
ノ
ミ
が
音
仮
名
で
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
日
本
語
「
ノ
ム
」
の
神
を
対
象
に

し
て
祈
願
す
る
意
を
意
識
し
た
表
記
と
考
え
ら
れ
、
「
奴
有
者
、
…
…
」
に
は
じ
ま
る

謝
罪
の
言
葉
の
中
に
あ
っ
て
、
「
雄
略
天
皇
を
神
に
も
等
し
い
存
在
と
讃
え
る
意
図
か

ら
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う ⑨
。」
と
す
る
。
こ
の
途
中
で
得
た
白
犬
が
、「

	

杼

比

の
物
」
と
し
て
若
日
下
部
王
に
献
上
さ
れ
る
。
神
へ
の
捧
げ
物
で
あ
り
、
忠
誠
の
し
る

し
で
も
あ
る
白
犬 ⑩
を
受
け
取
っ
た
若
日
下
部
王
は
傍
線
部
ｂ
の
よ
う
に
返
答
す
る
。

「
背

レ
日
幸
行
之
事
」
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
寺
田
恵
子
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
氏

は
、
求
婚
の
舞
台
で
あ
る
日
下
に
は
、
神
武
記
の
「
日
下
之
蓼
津
」
に
お
け
る
、
「
吾

�爲
二
日

�之
御
子

一 、
向

レ
日
而
戰
不

レ
良
。
…
…
背 ・



・
レ
日 ・
以

�」
と
共
通
す
る
思
想

が
流
れ
て
い
る ⑪
と
す
る
西
宮
一
民
の
見
解
を
う
け
、
「
日
下
」
に
「
背
日
」
し
て
出
現

す
る
こ
と
は
、
日
の
御
子
た
る
天
皇
に
ふ
さ
わ
し
く
、
「
雄
略
帝
の
、
天
皇
と
し
て
の

正
当

性
が
こ
こ
に
語
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か ⑫
。
」
と
指
摘
す
る
。
ま
た
先
に
引
用

し
た
本
文
中
に
は
、
県
主
の
言
動
の
中
に
「
懼
畏
」

�「甚
畏
」
が
、
若
日
下
部
王
の
言

葉
に
も
「
恐
」
が
使
用
さ
れ
る
。
壬
生
幸
子
は
、『
古
事
記
』
の
「
恐
」
と
「
畏

�惶

�

懼
」
に
は
、
そ
の
用
字
意
識
に
ち
が
い
が
見
ら
れ
、
「
恐
」
は
服
従
、
服
属
を
誓
う
会

話
文
に
多
く
目
に
つ
き
、「
畏
」
に
随
伴
し
た
逃
避
的
表
現
は
見
ら
れ
な
い ⑬
と
述
べ
る
。

若
日
下
部
王
の
言
葉
は
、
日
の
御
子
で
あ
る
天
皇
が
日
の
威
光
を
背
に
し
て
お
出
ま
し

に
な
っ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
恐
れ
多
い
こ
と
で
、
後
に
私
か
ら
宮
中
に
参
上
し
て
お

仕
え
申
し
上
げ
る
と
い
う
婚
姻
受
諾
の
意
志
を
表
現
し
た
も
の ⑭
と
な
る
。
天
皇
は
若
日

下
部
王
と
の
婚
姻
を
強
く
望
み
、
神
の
よ
う
に
あ
が
め
ら
れ
て
奉
ら
れ
た
「
能
美
の
御

�の
物
」
を
「

�

・
に ・
得 ・
つ ・
る ・
奇 ・
し ・
き ・
物 ・
」
と
し
、
そ
の
ま
ま
「

	

・




・
杼 ・
比 ・
の ・
物 ・
」
と
し

て
贈
っ
て
い
る
。
道
の
途
中
で
得
た
白
犬
の
神
秘
性
は
婚
姻
の
成
就
を
も
た
ら
す
も
の

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
景
行
紀
四
十
年
是
歳
の
条
に
は
、
信
濃
の
山
中
で
日
本
武
尊

が
白

鹿
に

化
し
た
山
の
神
を

殺
し
て

道
に

迷
っ
た
際
、
「
時
に
白 ・
き ・

狗 ・
、
自

づ
か
ら
に

來
て
、
王
を

�き
ま
つ
る

�有
り
。
狗
に
隨
ひ
て
行
で
ま
し
て
、
美
濃
に
出
づ
る
こ
と

得
つ
。
」
と
あ
り
、
白
犬
が
先

導
し
て
い
る
。
こ
の
後
、
日
本
武

尊
は
、
宮

簀
媛
と

結

婚
し
て
い
る
。
垂
仁
紀
三
十
四
年
三
月
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

三
十

四
年
の

春
三

月
の

乙
丑
の

朔
丙

寅
に
、
天
皇
、
山
背
に
幸
す
。
時
に

左
右

奏
し
て
言

さ
く
、
「
此
の

國
に

佳
人
有
り
。

綺

�邊
と
曰
す
。

�形
美

麗
し
。
山
背
大

國
の
不

遲
が

女

な
り
」
と
ま
う
す
。
天
皇
、

�に
、

矛
を

執
り
て

�ひ
て
曰
は
く
、
「

必
ず
其
の

佳
人
に

�

―３―



は
ば
、

�

・
路 ・
に ・
瑞 ・
見 ・
え ・
よ ・
」
と
の
た
ま
ふ
。
行
宮
に
至
り
ま
す
比
に
、
大
龜
、
河
の
中
よ

り
出
づ
。
天
皇
、
矛
を
擧
げ
て
龜
を
刺
し
た
ま
ふ
。
忽
に
石
に
化
爲
り
ぬ
。
左
右
に
謂
り

て
曰
は
く
。
「
此 ・
の ・
物 ・
に ・
因 ・
り ・
て ・
推 ・
る ・
に ・
、
必 ・
ず ・
驗 ・

�

・
ら ・
む ・
か ・
」
と
の
た
ま
ふ
。
仍
り
て
綺

戸
邊
を
喚
し
て
、
後
宮
に

�る
。

こ
の
伝
承
に
記
さ
れ
た
誓
約
の
要
素
は
雄
略
記
に
は
な
い
が
、
妻
問
い
の
途
中
に
得
た

亀
が
神
意
を
表
す
も
の
と
し
て
婚
姻
の
成
就
を
導
い
て
い
る
。
白
犬
は
神
と
し
て
あ
が

め
ら
れ
る
天
皇
の
権
威
を
承
認
す
る
も
の
と
し
て
大
県
主
か
ら
奉
ら
れ
た
。
妻
求
ぎ
の

道
の
途
中
で
得
ら
れ
た
奇
瑞
ゆ
え
に
そ
の
効
力
を
発
揮
し
た
と
思
わ
れ
る
。
求
婚
受
諾

の
返
答
を
得
た
天
皇
は
宮
に
帰
る
山
の
坂
で
若
日
下
部
王
を
偲
び
歌
を
詠
む
。
歌
謡
冒

頭
の
「
日
下
部
」
は
若
日
下
部
王
の
居
所
を
重
ね
て
お
り
、
共
寝
が
か
な
わ
な
か
っ
た

王
に
、
「
後
も
く
み
寢
む

そ
の
思
ひ
妻

あ
は
れ
」
と
天
皇
の
思
い
の
丈
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
「
日
下
部
の
此
方
の
山
」
と
「
疊
薦

�群
山
」
は
物
語
に
即
せ
ば
、
そ
れ

ぞ
れ
若
日
下
部
王
と
雄
略
天
皇
の
位
置
を
示
し
、
「
葉
廣
熊
白
檮
」
は
天
皇
が
王
へ
の

思
い
を
叙
述
し
て
い
く
媒
介
物
と
な
る
。
山
の
坂
は
、
倭
建
命
が
足
柄
坂
で
亡
き
弟
橘

比
売
へ
の
強
い
思
い
を
込
め
て
三
度
「
あ
づ
ま
は
や
」
と
嘆
い
た
と
す
る
伝
承
や
、

「
足
柄
の
御
坂
に
立
し
て
袖
振
ら
ば
家
な
る
妹
は
清
に
見
も
か
も
」
（
万
葉
集

20
�四

四

二
三
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
隔
て
ら
れ
た
男
女
が
魂
の
連
帯
を
は
か
る
場
所
で
あ
っ

た
。
結
婚
の
約
束
を
か
わ
し
な
が
ら
思
い
が
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
天
皇
に
と
っ
て
は
、

王
へ
の
思
い
を
表
出
す
る
格
好
の
場
所
で
あ
る
。
「
思
ひ
妻
あ
は
れ
」
の
末
尾
の
表
現

は
、
軽
太
子
の
歌
謡
（
記
八
八
番
）
に
も
見
ら
れ
る
。
「
思
ひ
妻
」
は
、
「
今
は
じ
ゅ
う

ぶ
ん
に
は
会
え
ぬ
『
こ
も
り
妻
』
で
、
…
…
い
と
お
し
い
妻
を
い
う ⑮
」
と
思
わ
れ
、

「
あ
は
れ
」
は
、
歌
謡
に
よ
み
込
ま
れ
た
場
所
や
媒
介
物
の
も
つ
境
界
性
と
通
い
合
う

深
い
情
感
を
も
つ ⑯
。
ま
た
「
本

�末
」
の
「
本
」
に
つ
い
て
は
、
第
二
節
の
赤
猪
子
伝

承
の
と
こ
ろ
で
述
べ
る
が
、
こ
の
表
現
は
、
神
と
そ
れ
を
迎
え
る
巫
女
の
印
象
を
伴
っ

て
、
離
れ
て
い
る
男
女
を
結
び
つ
け
、
男
女
の
愛
情
表
現
を
展
開
さ
せ
て
い
く
働
き
を

も
つ
と
思
わ
れ
る ⑰
。
山
崎
か
お
り
は
こ
の
歌
謡
に
つ
い
て
、「

�日下
部

�に
よ
っ
て
若

日
下
部
王
の
こ
と
が

暗
示
さ
れ
て
お
り
、

�葉
広
熊
白
檮

�
�い

茂
み

竹
生
ひ

�
�た

繁

竹
生
ひ

�
�思

ひ
妻

�な
ど
に
よ
っ
て
、
若
日
下
部
王
が
雄
略
天
皇
で
さ
え
も

近
づ
き

難
い
立
場
に
あ
る
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る ⑱
」
と
す
る
。
「
寝
」
の
行

為
が
歌
謡
に
詠

み
込
ま
れ
る
の
は
、
八

千
矛
神
と

沼
河
比
売
（
記
二

�三
番
）

�須
勢

理
毘
売
（
記

五
番
）、

日
子

穂
々

手
見
命
と

豊
玉

毘
売
（
記
八
番
）、
神

武
天
皇
と

伊
須

気
余

理
比
売
（
記

一
九

番
）、
倭
建
命
と

美
夜
受
比
売
（
記
二

七
番
）、

仁
徳
天
皇
と

髪
長
比
売
（
記
四

六
番
）、

軽
太
子
と
軽
大

郎
女
（
記

七
九

�八
三
番
）、

当
該
歌
謡
（
記

九
〇
番
）
と
雄
略
天
皇
と

赤
猪
子
（
記

九
二
番
）
で
あ
る
。
赤
猪
子
の
婚
姻
は
成
就
し
な
い
が
、

究
極

的
な

愛
情

表
現
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
ず
れ
も
相
手
へ
の
深
い
思
い
と
確
か
な
結
び
つ
き
が

希
求
さ
れ
る
。
若
日
下
部
王
は
天
皇
か
ら
事
件
の
障
害
を
乗
り
越
え
て
結
婚
を
望
ま
れ

る
大
后
で
あ
り
、
王
と
の
婚
姻
の
成
立
は
雄
略
天
皇
の
「
日
の
御
子
」
の
系
譜
に
属
す

る
者
と
し
て
の
地
位
を
確
立
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

二
赤
猪
子
伝
承

雄
略
天
皇
の
泊
瀬
朝
倉
宮
は
、
脇
本
の
小
字
「
燈
明
田
」
か
ら
脇
本
の
春
日
神
社
に

か
け
て
の
一
帯
が
宮
の
地
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
北
に
三
輪
山
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き

る
と
こ
ろ ⑲
で
あ
っ
た
。
上
巻
に
は
御
諸
山
の
神
を
祭
る
こ
と
が
国
を
作
り
平
和
に
治
め

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
記
さ
れ
、
中
巻
で
は
初
代
神
武
天
皇
の
大
后
は
、
大
物
主
神
の

子
伊
須
気
余
理
比
売
で
あ
り
、
崇
神
天
皇
は
意
富
多
々
泥
古
に
祭
祀
を
委
任
し
て
大
物

主
神
の
祟
り
を
解
き
、
国
を
平
和
に
富
み
栄
え
さ
せ
た
。
三
輪
山
は
天
皇
家
の
重
要
な

祭
祀
の
対
象
で
あ
っ
た
。
天
皇
が
遊
行
の
際
に
美
和
河
の
辺
で
衣
を
洗
う
麗
し
い
童
女

―４―



に
求
婚
す
る
状
況
の
設
定
に
は
、
三
輪
山
式
神
婚
説
話
が
根
底
に
あ
り
、
赤
猪
子
の
原

像
は
三
輪
山
の
神
に
仕
え
る
水
の
女
で
あ
っ
た ⑳
と
思
わ
れ
る
。
「
引
田
部
」
の
名
は
、

三
輪
氏
の
枝
族
の
引
田
部
氏
に
由
来
し
、
「
赤
猪
子
」
は
山
の
神
と
し
て
の
赤
い
猪
に

仕
え
る
聖
な
る
女
性

�で
も
あ
っ
た
。
赤
猪
子
は
山
の
神
に
仕
え
つ
つ
、
水
の
祭
祀
に
も

奉
仕
す
る
巫
女
で
あ
り
、
神
婚
譚
で
は
こ
う
し
た
巫
女
と
の
聖
婚
が
豊
饒
を
も
た
ら
す

�

と
す
る
信
仰
が
あ
っ
た
。
当
該
伝
承
は
、
神
の
位
置
に
雄
略
天
皇
が
す
り
か
わ
っ
て
語

ら
れ
る
。
し
か
し
、
重
要
視
さ
れ
た
三
輪
山
の
祭
祀
に
関
わ
る
赤
猪
子
と
天
皇
と
の
婚

姻
は
、
天
皇
の
忘
却
と
赤
猪
子
の
老
い
に
よ
っ
て
成
立
し
な
い
。
天
皇
の
婚
姻
は
統
治

領
域
の
拡
大
や
宗
教
的
支
配
、
豊
饒
予
祝
と
関
わ
っ
て
い
る
の
で
、
上
中
巻
を
通
じ
て

描
か
れ
て
き
た
天
皇
の
三
輪
山
祭
祀
の
あ
り
方
は
、
当
該
条
に
は
描
か
れ
な
い
こ
と
に

な
る
。
雄
略
紀
七
年
七
月
条
に
み
ら
れ
る
少
子
部
連

�
�が

天
皇
に
命
じ
ら
れ
て
三
諸

岳
の
神
を
捉
え
に
行
く
伝
承
に
あ
る
よ
う
に
、
天
皇
家
が
三
輪
氏
を
圧
倒
し
て
政
治
的

に
優
位
に
立
っ
た
こ
と
が
赤
猪
子
伝
承
に
投
影
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
大
脇
由
紀

子
は
、
二
つ
の
伝
承
は
、
「
天
皇
家
と
三
輪
山
祭
祀
と
の
関
係
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ

り
、
天
皇
家
の
祭
祀
か
ら
、
つ
ま
り
国
家
祭
祀
か
ら
三
輪
山
祭
祀
が
離
れ
て
い
っ
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

�。
」
と
述
べ
る
。
若
日
下
部
王
求
婚
譚
の
次
に
配

さ
れ
る
Ｂ

�の
赤
猪
子
説
話
の
意
味
を
見
て
い
く
。

亦
一
時
、
天
皇

�び
行
で
ま
し
て
、
美
和
河
に
到
り
ま
し
し
時
、
河
の
邊
に
衣
洗
へ
る
童 ・

女 ・
有
り
き
。
其
の
容

	甚
麗
し
か
り
き
。
天
皇
其
の
童
女
に
問
ひ
た
ま
ひ
し
く
、
「
汝
は
誰

が
子
ぞ
。
」
と
と
ひ
た
ま
へ
ば
、
答
へ
て
白
し
し
く
、
「
己
が
名
は
引
田
部
の
赤


子
と
謂

ふ
ぞ
。
」
と
ま
を
し
き
。
爾
に
詔
ら
し
め
た
ま
ひ
し
く
、
「
汝
は
夫
に
嫁
は
ざ
れ
。
今
喚
し

て
む
。
」
と
の
ら
し
め
た
ま
ひ
て
、
宮
に

�り
坐
し
き
。
故
、
其
の
赤


子
、
天
皇
の
命
を

仰
ぎ
待
ち
て
、

�に
八 ・
十 ・



・
を
經
き
。
是
に
赤


子
以
爲
ひ
け
ら
く
、
命
を

�ぎ
し
間
に
、

已
に
多
き
年
を
經
て
、

	

・
體 ・

�

・
せ ・
萎 ・
み ・
て ・
、

�

・
に ・
恃 ・
む ・

�

・
無 ・
し ・
。
然
れ
ど
も
待
ち
し

�を

顯
さ
ず
て
は
、
悒
き
に

�び
ず
、
と
お
も
ひ
て
、
百
取
の
机
代
物
を
持
た
し
め
て
、
參
出

て
貢
獻
り
き
。
然
る
に
天
皇
、

�に
先
に
命
り
た
ま
ひ
し
事
を
忘 ・
ら ・
し ・
て ・
、
其
の
赤


子

に
問
ひ
て
曰
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
汝
は
誰
し
の
老 ・
女 ・
ぞ
。
何
由
来
參
來
つ
る
。
」
と
の
り
た

ま
ひ
き
。
爾
に
赤


子
、
答
へ
て
白
し
し
く
、
「
其 ・
の ・
年 ・
の ・
其 ・
の ・
月 ・
、
天
皇
の
命
を
被
り
て
、

大
命
を
仰
ぎ
待
ち
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
八 ・
十 ・



・
を ・
經 ・
き ・
。
今 ・
は ・
容 ・

	

・

�

・
に ・
耆 ・
い ・
て ・
、

�

・

に ・
恃 ・
む ・

�

・
無 ・
し ・
。
然
れ
ど
も
己
が
志
を
顯
し
白
さ
む
と
し
て
參
出
し
に
こ
そ
。
」
と
ま
を
し

き
。
是
に
天
皇
、
大
く
驚
き
て
、
「
吾
は

�に
先
の
事
を
忘
れ
つ
。
然
る
に
汝
は
志 ・
を ・
守 ・
り ・

命 ・
を ・
待 ・
ち ・
て ・
、
徒 ・
に ・

�

・
り ・
の ・
年 ・
を ・

�

・
ぐ ・
し ・
し
、
是
れ
甚
愛
悲
し
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、

心

の
裏
に
婚
ひ
せ
む
と

欲
ほ
し
し
に
、
其 ・
の ・

極 ・
め ・
て ・
老 ・
い ・
し ・
を ・

憚 ・
り ・
て ・
、
婚
ひ
を

得

�し
た

ま
は
ず
て
、
御
歌
を
賜
ひ
き
。
其
の
歌
に
曰
ひ
し
く
、

御

�の
嚴
白

檮
が
も ・
と ・

白
檮
が
も ・
と ・

ゆ ・
ゆ ・
し ・
き ・
か
も

白
檮
原
童
女

（
記

九

一
番
）

と
い
ひ
き
。

�歌
曰
ひ
た
ま
ひ
し
く
、

引
田
の

若 ・
栗

栖
原

若 ・
く ・
へ ・
に

�寢
て
ま
し
も
の

老 ・
い ・
に ・
け ・
る ・
か
も

（
記

九

二
番
）

と
う
た
ひ
た
ま
ひ
き
。
爾
に
赤


子
の

泣
く

�、
悉
に
其
の

�せ
る

丹
揩
の

袖
を

濕
ら
し

つ
。
其
の
大
御
歌
に
答
へ
て
歌
曰
ひ
け
ら
く
、

御

�に
つ
く
や
玉
垣
つ
き
餘
し
誰
に
か
も
依
ら
む

�

・
の ・
宮 ・
人 ・

（
記
九
三
番
）

と
う
た
ひ
き
。

�歌
曰
ひ
け
ら
く
、

日 ・
下 ・
江 ・
の ・

入 ・
江 ・
の ・

�

・
花 ・

�

・
身
の

�り
人

羨
し
き
ろ
か
も

（
記
九
四
番
）

と
う
た
ひ
き
。
爾
に
多
の

祿
を
其
の
老
女
に

給
ひ
て
、

�し

�は
し
た
ま
ひ
き
。
故
、

此

の
四
歌
は
志

 歌
な
り
。

―５―



こ
の
説
話
に
は
、
某
年
某
月
に
天
皇
の
求
婚
を
う
け
た
童
女
の
時
か
ら
、
待
ち
続
け

て
老
女
と
な
り
天
皇
に
志
を
訴
え
る
ま
で
八
十
歳
の
時
の
経
過
が
語
ら
れ
る
。
赤
猪
子

に
は
「

�體

�せ
萎
み
て
」
「
容

�
�に

耆
い
て
」
「

�に
恃
む

�無
し
。
」
と
い
う

「
容

�甚
麗
し
」
か
ら
の
変
質
が
記
さ
れ
る
が
、
対
す
る
雄
略
天
皇
の
老
い
は
語
ら
れ

な
い
。

九
二
番
と
九
四
番
の
歌
謡
は
「
御

�」
が
詠
ま
れ
対
応
関
係
が
み
ら
れ
る
。
九
二
番

の
「
白
檮
」
の
詠
ま
れ
方
は
、
九
一
番
同
様
に
木
の
モ
ト
が
詠
ま
れ
る
が
、
ミ
モ
ロ
と

い
う
神
の
降
臨
の
場
を
示
す
語
や
、
イ
ツ
の
神
威
あ
る
の
意
、
ユ
ユ
シ
キ
の
語
に
よ
っ

て
九
一
番
の
い
ず
れ
必
ず
思
い
を
遂
げ
る
「
寢
」
の
表
現
に
展
開
し
て
い
く
葉
広
熊
白

檮
の
比
喩
と
は
対
照
的
な
様
相
を
示
し
て
い
る
。
万
葉
集
に
お
い
て
樹
木
の
も
と
は
次

の
よ
う
に
歌
わ
れ
る
。

莫
囂
圓
隣
之
大
相
七
兄
爪
湯
気
わ
が
背
子
が
い
立
た
せ
り
け
む
厳 ・
橿 ・
が ・
本 ・
（

1
�九

）

こ
の
山
の
黄 ・
葉 ・
の ・
下 ・
の
花
を
わ
れ
は
つ
は
つ
に
見
て
な
ほ
恋
ひ
に
け
り
（

7
�一

三
〇
六
）

長
谷
の
斎 ・
槻 ・
が ・
下 ・
に
わ
が
隠
せ
る
妻

茜
さ
し
照
れ
る
月
夜
に
人
見
て
む
か
も
（

11
�二

三
五
三
）

大
野
ら
に
小
雨
降
り
し
く
木 ・
の ・
下 ・
に
時
と
寄
り
来
ね
わ
が
思
へ
る
人
（

11
�二

四
五
七
）

ま
た
日
本
書
紀
歌
謡
に
は
、

本 ・

	に
花
は


け
ど
も
何
と
か
も
愛
し
妹
が
ま
た


き
出
來
ぬ
（
紀
一
一
四
番
）

と
あ
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
樹
木
の
下
の
本
に
い
る
の
は
、
恋
し
い
大
切
な
存
在
で

あ
り
、
思
い
人
で
あ
る
。
二
例
目
の
よ
う
に
対
象
が
女
性
の
場
合
は
花
に
喩
え
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
三
例
目
は
隠
り
妻
で
あ
っ
て
も
人
に
見
ら
れ
る
存
在
で
あ
り
、
四
例
目

は
恋
す
る
対
象
と
し
て
木
の
も
と
に
来
て
ほ
し
い
と
歌
わ
れ
る
。
当
該
歌
謡
で
は
神
聖

な
白
檮
の
木
の
も
と
の
「
白
檮
原
童
女
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
ゆ
ゆ
し
き
」
存
在
で

あ
る
。
ユ
ユ
シ
は
万
葉
集
に
、
「
懸
け
ま
く
の

ゆ
ゆ
し
畏
き

住
吉
の

わ
が
大
御

神
」
（

19
�四
二
四
五
）
の
よ
う
に
、
神
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
短
歌
に
は
次
の
よ

う
に
思
う
に
ま
か
せ
ぬ
相
手
へ
の
恋
情
を
表
出
す
る
表
現
と
し
て
で
て
く
る
。

独
り
宿
て
絶
え
に
し
紐
を
ゆ ・
ゆ ・
し ・
み ・
と
せ
む
す
べ
知
ら
に
ね
の
み
し
そ
泣
く
（

4
�五

一

五
）

言
に
出
で
て
言
は
ば
ゆ ・
ゆ ・
し ・
み ・
朝
貌
の
秀
に
は
咲
き
出
ぬ
恋
も
す
る
か
も
（

10
�二

二
七

五
）

言
に
出
で
て
言
は
ば
ゆ ・
ゆ ・
し ・
み ・
山
川
の
激
つ
心
を
塞
か
へ
た
り
け
り
（

11
�二

四
三
二
）

朝
去
き
て
夕
は
来
ま
す
君
ゆ
ゑ
に
ゆ ・
ゆ ・
し ・
く ・
も
吾
は
嘆
き
つ
る
か
も
（

12
�二

八
九
三
）

青
柳
の
枝
き
り
下
し
斎
種
蒔
き
ゆ ・
ゆ ・
し ・
き ・
君
に
恋
ひ
渡
る
か
も
（

15
�三

六
〇
三
）

青
木
周
平
は
こ
れ
ら
の
例
を
検
討
し
、
「
ゆ
ゆ
し
」
は
、
隔
て
ら
れ
る
男
女
の
嘆
き
に

通
じ
る
質
を
も
つ

�と
指
摘
す
る
。
は
じ
め
の
四
例
は
二
人
の
関
係
性
が
途
絶
え
て
し
ま

う
こ
と
を
畏
れ
て
嘆
い
た
り
、
心
に
秘
め
た
悲
し
み
や
孤
独
に
堪
え
る
様
を
歌
っ
て
い

る
。
最
後
の
例
は
、
恋
の
相
手
が
田
植
え
の
祭
事
の
よ
う
に
忌
み
か
し
こ
む
べ
き
存
在

で
あ
る
た

め
に
、

行
き
場
の
な
い
恋
心
を
歌
っ
て
い
る
。
「
ゆ
ゆ
し
」
き
相
手
と
の
恋

は
成

就
し
な
い
の
が
通
例
で
あ
る
。

品
田

悦
一
は
、
「
御

諸
」
の

地
名
が
「
二
人
の
出

会
い
の
あ
り
さ
ま
を

再
び

呼
び

起
こ
し
て
く
る

作
用
」
が
あ
り
、
「

唱
和
の
場

面
と

発

端
部
と
が
こ
の
地
名
を
コ
ー
ド
と
し
て
対
照
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
間
に
流
れ

て
し
ま
っ
た
歳
月
の
存
在
が
改
め
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る

�」
と
指
摘
す
る
。
九
三
番

の
「
引
田
の

若
栗
栖
原
」
の
地
名
も
同
様
の
効
果
を
発
揮
す
る
。
若
き
日
の
赤
猪
子

に
対
す
る
恋
情
は
、
そ
の
近
寄
り
難
い
禁
忌
性
ゆ
え
に
激
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

ほ
の
め
か
さ
れ
、
次
の
歌
謡
で
、
そ
れ
で
も
若
い
時
に
共
寝
を
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た

―６―



と
い
う
後
悔
が
示
さ
れ
る
。
末
尾
の
「
老
い
に
け
る
か
も
」
は
、
地
の
文
の
「
其
の
極

め
て
老
い
し
を
憚
り
て
、
婚
ひ
を
得

�し
た
ま
は
ず
て
、
」
の
箇
所
と
の
一
致
を
考
え

れ
ば
赤
猪
子
を
さ
す
。
「
童
女
」

�「
若
栗
栖
原
」

�「
若
く
へ
」
と
「
老
い
」
の
間
に
八

十
歳
の
年
月
が
浮
か
び
上
が
る
こ
と
に
な
る
。
九
三
番
歌
で
は
、
玉
垣
の
築
き
残
し
の

よ
う
に
、
誰
に
頼
ろ
う
か
、
と
し
て
、
自
身
の
こ
と
を
「

�の
宮
人
」
と
呼
ん
で
い
る
。

赤
猪
子
は
「
志
を
守
り
命
を
待
ち
て
、
徒
に

�り
の
年
を

�ぐ
し
」
た
の
で
、
今
後
も

忠
誠
を
尽
く
す
相
手
は
天
皇
で
あ
ろ
う
。
本
文
の
内
容
に
即
せ
ば
「

�の
宮
」
は
天
皇

の
宮
、
皇
居
を
さ
す
こ
と
に
な
る
。
上
田
設
夫
は
、
こ
の
歌
謡
に
お
い
て
赤
猪
子
が
斎

く
対
象
は
神
で
あ
り
、
雄
略
天
皇
は
神
と
し
て
拝
さ
れ
、
赤
猪
子
は
変
わ
る
こ
と
な
く

奉
仕
す
る
巫
女
と
し
て
描
か
れ
て
い
る

�と
指
摘
す
る
。
こ
の
巫
女
の
奉
仕
を
受
け
て
絶

え
ず
変
若
ち
か
え
る
神
人
の
性
格
を
有
す
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
の
が
雄
略
天
皇
で

あ
ろ
う
。
九
五
番
歌
に
は
、
赤
猪
子
と
対
照
的
な
日
下
江
の
入
江
の
蓮
に
喩
え
ら
れ
た

身
の
盛
り
人
で
あ
る
若
日
下
部
王
が
登
場
す
る
。
蓮
は
日
下
の
あ
る
河
内
と
関
わ
り
が

深
い
。『
延
喜
式
』
巻
三
十
九
内
膳
司
供
御
月
料
と
し
て
、「

�子
一
斗
五
升
七
合

五

	」
と
あ
り
、
荷
葉
と
し
て
、

稚
葉

ワ
カ
イ
ハ七
十
五
枚
。
波


四
把

�。
並

�二 五
月
中
旬

一 。
盡

二 六
月
中
旬

一 。

壯 サ
カ
リ葉
七
十
五
枚
。

�子 ノ
ミ

廿

。
稚
藕 ハ
ス
ノ
ネ十
五
條
。

�二 六
月
下
旬

一 。
盡

二 七
月
下
旬

一 。

黄
葉
七
十
五
枚
。

�子
廿

。
稚
藕
十
五
條
。

�二 八
月
上
旬

一 。
盡

二 九
月
下
旬

一 。

右
河

�國

�レ

�。
各
隨

二 月
限

一 隔
二 一
日

一 供
之
。

と
記
さ
れ
る
。
万
葉
集
に
は
、
蓮
葉
に
た
ま
っ
た
水
を
玉
と
表
現
す
る
歌
（

16
�三

八

三
七
）
な
ど
四
首
が
あ
る
。
こ
の
う
ち

勝
間
田
の
池
は
わ
れ
知
る

�無
し
然
言
ふ
君
が
鬚
無
き
如
し
（

16
�三

八
三
五
）

の
左
注
に
は
、
新
田
部
親
王
が
勝
間
田
の
池
を
御
覧
に
な
り
、
「
感

二
緖
御
心
之
中

一 。

還
レ
自

二
彼
池
一
不 ・

レ
忍 ・

二
怜 ・
愛 ・

一 。
於

レ
時
語

二
婦
人

一
曰
今
日
遊
行
、
見

二
勝
間
田
池

一 、
水 ・
影 ・

濤 ・

�

・
、

�

・
花 ・

�

・

�

・
。

�怜
断

レ
腸
、
不

レ
可

二
得
言

一 。
」
と
蓮
に

恋
を
か
け
て
婦
人
に

戯

れ
た
と
あ
る
。
蓮
花
は
怜
愛
の
情
を
呼
び
お
こ
し
、
水
面
に
は
水
の
光
が
揺
れ
て
波
立

ち
、

輝
く
ば
か
り
の

美
し
さ
を
も

つ
と
表
現
さ
れ
る
。
『
遊

仙
窟
』
に
は
、
「

芙
蓉

生
二

於

�底
一 、

�子
實
深
、
」
と
あ
り
、
「

�」
は

恋
に

通
じ
、
「

�子
」
は

恋
思
を
示
し
て

い
る
。
ま
た
、
十

娘
を
喩
え
て
、
「

旦
來

披
レ
霧
、

香
處

�レ
花
、

忽

�二
狂

風
一 、

�中

失
レ
藕
。
」
と
あ
る
。
「

�」
は

憐
と

通
じ
、
「
藕
」
は
は
ち
す
で
、

同
音
の

偶
を
か
け

て
連
れ
合
い
の
意
を
含
み
、
大
切
な
は
ち
す
を
見
失
な
っ
た
と
述
べ
る
。
蓮
花
は
恋
す

る
美
し
い
女
性
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
皇
極
紀
三
年
六
月
の
条
に
は
、

戊
申
に
、

買
池
の

�の
中
に
、
一

つ
の

莖
に
二

つ
の

・蕚 は
な
ぶ
さあ
る

�有
り
。

豐
浦

大
臣
、

妄
に

推
し
て
曰
は
く
、「

是
、
蘇
我
臣
の
榮
え
む
と
す
る
瑞 ・
な
り
」
と
い
ふ
。

と
あ
る
。
大
臣
の
付
会
で
あ
る
が
、
蓮
花
の
変
異
が
繁
栄
の
祥
瑞
と
し
て
受
け
止
め
ら

れ
て
い
る
。
中
西
進
は
、
万
葉
集
の
「
山
振
の
立
ち
儀
ひ
た
る
山
清
水
」
（

2
�一

五
八
）

の
山
清
水
は
十
市
皇
女
を
復
活
再
生
さ
せ
る
生
命
の
水
で
あ
り
、
そ
の
泉
は
黄
金
の
花

に
よ
そ
わ
れ
て
い
る
と
い
う
世
界
的
な
信
仰
が
あ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
や
イ
ン
ド
で
は
そ
の

花
は
蓮
と
考
え
ら
れ
て
い
た

�と
述
べ
る
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
古
代
日
本
の
例
に
は
で
き

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
朝
の
日
の
光
を
浴
び
て
水
を
た
た
え
た
水
面
一
杯
に
花
開
く

美
し
い
蓮
は
、
日
下
の
太
陽
信
仰
を
そ
の
名
に
負
う
若
日
下
部
王
の
形
容
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
。
王
と
赤
猪
子
は
共
に
水
に
関
わ
る
が
、
一
方
は
生
き
た
蓮
に
喩
え
ら
れ
る
若
々

し
い
永
遠
性
を
、
も
う
片
方
は
時
の
流
れ
の
中
の
変
質
性
を
背
負
っ
て
い
る
。
青
木
周

平
は
、
「
赤
猪
子
の

�老

�は
、

后
で
あ
る
若
日
下
部
王
の

�若

�と
対

比
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
后
讃
美
、
ひ
い
て
は
雄
略
天
皇
讃
美
に
つ
な
が
る
質
を
も
っ
て
い
る
と
よ

―７―



め
る

�」
と
指
摘
す
る
。
復
活
再
生
を
繰
り
返
す
天
皇
に
類
え
る
存
在
で
あ
る
若
日
下
部

王
は
、
時
間
の
流
れ
を
超
越
し
た
「
身
の
さ
か
り
人
」
と
し
て
天
皇
に
愛
さ
れ
、
羨
望

の
的
と
し
て
赤
猪
子
と
対
照
的
に
描
か
れ
る
。
大
長
谷
若 ・
建 ・
命
に
並
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い

大
后
と
し
て
若 ・
日
下
部
王
は
配
さ
れ
る
。

三
吉
野
と

�城

吉
野
の
宮
に
行
幸
し
た
天
皇
は
、
吉
野
川
の
ほ
と
り
で
出
会
っ
た
美
し
い
童
女
と
結

婚
す
る
。
以
下
Ｃ

�Ｄ

�Ｅ

�の
伝
承
を
見
て
い
く
。

後

�に
亦
吉
野
に
幸
行
で
ま
し
し
時
、
其
の
童
女
の

�ひ
し

�に
留
ま
り
ま
し
て
、
其
處

に
大 ・
御 ・

�

・
床 ・
を
立
て
て
、
其
の
御 ・

�

・
床 ・
に
坐
し
て
、
御
琴
を
彈
き
て
、
其
の
孃
子
に

	爲

し
め
た
ま
ひ
き
。
爾
に
其
の
孃
子
の
好
く

	へ
る
に
因
り
て
、
御
歌
を
作
み
た
ま
ひ
き
。

其
の
歌
に
曰
ひ
し
く
、

�

・
床 ・
座
の




・
の
御
手
も
ち

彈
く
琴
に

舞
す
る
女

常
世
に
も
が
も
（
記
九
五

番
）

と
い
ひ
き
。

�ち
阿
岐
豆
野
に
幸
で
ま
し
て
、
御

�し
た
ま
ひ
し
時
、
天
皇
御 ・

�

・
床 ・
に
坐

し
ま
し
き
。
爾
に

籌
御
腕
を
咋
ふ

�ち
、
蜻
蛉
來
て
其
の

籌
を
咋
ひ
て
飛
び
き
。
蜻
蛉
を
訓

み
て
ア
キ

ヅ
と
云
ふ
。
是
に
御
歌
を
作
み
た
ま
ひ
き
。
其
の
歌
に
曰
ひ
し
く
、

み
吉
野
の

袁
牟
漏
が
嶽
に

鹿
伏
す
と

誰
ぞ

大

�に
奏
す

や
す
み
し
し

我
が
大
君
の

鹿
待
つ
と

�

・
床 ・
に
坐
し

白

�の
衣
手

�具
ふ

手
腓
に

籌
か
き
つ
き

そ
の

籌
を

蜻
蛉
早
咋
ひ

か
く
の
如

名
に

�は
む
と

そ ・
ら ・
み ・

つ ・
倭 ・
の ・
國 ・
を
蜻 ・
蛉 ・
島 ・
と
ふ
（
記
九
六
番
）

と
い
ひ
き
。
故
、
其
の
時
よ
り
其
の
野
を
號
け
て
阿 ・
岐 ・
豆 ・
野 ・
と
謂
ふ
。

�一
時
、
天
皇

�城
の
山
の
上
に
登
り
幸
で
ま
し
き
。
爾
に
大

出
で
き
。

�ち
天
皇
鳴

鏑
を
以
ち
て
其
の

を
射
た
ま
ひ
し
時
、
其
の

怒
り
て
、
宇
多
岐
依
り
來
つ
。
宇
多
岐
の

三
字
は
音

を
以
ゐ
よ
。
故
、
天
皇
其
の
宇
多
岐
を
畏
み
て
、
榛
の
上
に
登
り
坐
し
き
。
爾
に
歌
曰
ひ
た
ま
ひ

し
く
、や
す
み
し
し

我
が
大
君
の

�ば
し
し

の
病

の
唸
き
畏
み

我
が

�げ

登
り
し
在
丘
の
榛
の
木
の
枝
（
記
九
七
番
）

と
う
た
ひ
た
ま
ひ
き
。

こ
れ
ら
の
場
面
は
地
の
文
と
歌
謡
の
語
が
密
接
に
関
係
し
響
き
合
っ
て
い
る
。
吉
野
の

場
面
に
共
通
す
る
の
は
、
天
皇
が
「
御

�床
に
坐
」
す
行
為
で
あ
る
が
、
九
五
番
で
は

そ
の
様
を
「

�床
座
の


」
と
表
現
し
て
い
る
。
土
橋
寛
は
こ
の
神
を
「
神
仙
的
な
神
」

と
見
て
、
こ
の
物
語
は
『
文
選
』
の
「
高
唐
賦
」
や
「
神
女
賦
」
が
素
材
に
あ
る
と
す

る

�。
こ
う
し
た
見
方
は
あ
る
程
度
可
能
で
あ
ろ
う
。
琴
の
音
色
に
よ
っ
て
天
皇
に
神
が

乗
り
移
り
、
天
皇
が
神
そ
の
も
の
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。
中
村
啓

信
は
、
「
天
皇
の
手

が
神
仙

者
の
手
と
な
っ
て
」
と

解
釈
し
、
「
吉
野
を
神
仙
世

界
の
地

ト
コ

ヨ
と
見
立
て

て
い
る

�」
と
す
る
。
『
日

本
思

想
大

系
古

事
記
』
で
は
「

�床
」
を
「
高
御
座

�玉
座

の
意

�」
と
し
て
い
る
。
中
川
ゆ
か
り
は
、
九
五
番
の
歌
謡
は
、
天
皇
の
神
に
匹
敵
す
る

よ
う
な

尊
貴
さ
を

鮮
明
に

印
象
的
に
語
ろ
う
と
し
て

お
り
、
「

呉
床
」
は

呉
国
か
ら
も

た
ら
さ
れ
た
装
飾
的
で
お
ご
そ
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
座
具
と
し
て
、
天
皇
の
権
威
を
き

わ
立
た
せ
る
役
割
を
荷
っ
て
い
る

�と
指
摘
す
る
。
天
皇
の
眼
前
で
神
仙
女
の
よ
う
に
も
、

吉
野
川
の

精

�の
よ
う
に
も
描
か
れ
る
童
女
が
よ
く
舞
っ
た
り
、
「
手
腓
に

籌
か
き
つ

き
そ
の
籌
を
蜻
蛉
早
咋
ひ
」
の
よ
う
に
、
田
の
豊
饒
の
シ
ン
ボ
ル
蜻
蛉
ま
で
も
が

天
皇
に
奉
仕
す
る
情
景
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
九
七
番
で
は
、
天
皇
を
う
た
き
依
り
来

た
病
み
猪
か
ら
守
っ
た
榛
の
木
が
よ
ま
れ
て
い
る
。
情
景
描
写
の
後
に
九
五
番
で
は
嬢

子
の
舞
す
る
め
で
た
い
様
が
永
遠
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
言
寿
い
で
い
る
。
九
六
番
は
蜻
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蛉
島
の
地
名
起
源
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
阿
岐
豆
野
は
、
本
来
は
「
明
つ
野
」
で
、
渓

谷
が
開
け
て
急
に
明
る
く
な
っ
た
所
の
称

�と
さ
れ
る
。
蜻
蛉
島
の
い
わ
れ
は
神
武
紀
に

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

三
十
有
一
年
の
夏
四
月
の
乙
酉
の
朔
に
、
皇
輿

�り
幸
す
。
因
り
て
腋
上
の

�間
丘
に
登

り
ま
し
て
、
國
の

�を

�ら
し

�み
て
曰
は
く
、
「

�哉
乎
、
國 ・
を ・
獲 ・
つ ・
る ・
こ
と
。

	木
綿

の
眞


き
國
と
雖
も
、
蜻 ・
蛉 ・
の ・
臀 ・

巖 ・
の
如
く
に
あ
る
か
な
」
と
の
た
ま
ふ
。
是
に
由
り
て
、

始
め
て
秋
津
洲
の
號
有
り
。
…
…
饒

�日
命
、
天
磐

�に
乘
り
て
、
太

を

�行
き
て
、

是
の

�を
睨
り
て
降
り
た
ま
ふ
に

�至
り
て
、
故
、
因
り
て
目
け
て
、
「



・
空 ・
見 ・
つ ・
日 ・
本 ・
の ・

國 ・
」
と
曰
ふ
。

こ
こ
で
は

�城
で
の
国
見
に
よ
っ
て
、
「
蜻
蛉
の
臀

巖
」
の
形
状
を
確
認
し
、
そ
れ
が

秋
津
洲
の
名
称
の
由
来
と
し
て
語
ら
れ
る
。
こ
の
行
為
が
国
を
得
る
こ
と
と
つ
な
が
っ

て
い
る
。
紀
で
は
「
そ
ら
み
つ
や
ま
と
の
国
」
の
称
詞
は
饒
速
日
命
の
言
葉
に
よ
る
。

九
六
番
の
歌
謡
で
は
、
そ
ら
み
つ
倭
の
国 ・
と
蜻
蛉
島 ・
が
同
一
呼
称
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、

そ
れ
が
地
の
文
で
吉
野
の
阿
岐
豆
野 ・
に
展
開
し
て
い
る
。
蜻
蛉
と
阿
岐
豆
を
結
び
つ
け

る
こ
と
で
、
そ
の
地
が
秋
に
関
わ
る
豊
饒
と
豊
猟
の
意
味
を
も
っ
た
聖
な
る
地
で
あ
る

こ
と
を
重
層
的
に
語
っ
て
い
る
。
こ
の
九
六
番
と
九
七
番
、
一
〇
三
番
に
共
通
し
て
見

ら
れ
る
の
が
、
「
や
す
み
し
し

我
が
大
君
の
」
の
表
現
で
あ
る
。
こ
の
表
現
は
、
景

行
記
の
倭
建
命
を
讃
え
た
二
八
番
に
も
見
ら
れ
る
。
上
田
設
夫
は
、
雄
略
記
に
三
例
こ

の
天
皇
讃
美
の
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
雄
略
天
皇
を
「
や
す
み
し
し
我
が
大
君
」

と
し
て
性
格
づ
け
よ
う
と
す
る
編
述
者
の
強
い
意
識
が
働
い
て
い
る
と
見
な
し
て
い
る

�。

稲
荷
山
鉄
剣
銘
に
よ
れ
ば
、
「
辛
亥
年
」
（
四
七
一
年
）
に
「
獲
加
多
支
鹵
大
王
」
と
あ

り
、
ワ
カ
タ
ケ
ル
（
雄
略
）
は
大
王
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
日
本
書
紀
』
の
編

纂
過
程
に
は
、
文
体

�用
語
か
ら
巻
十
三
と
巻
十
四
の
間
、
雄
略
紀
の
前
後
に
大
き
な

区
分
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
紀
年

�暦
年
も
巻
三
の
神
武
紀
か
ら
巻
十
三

の
允
恭

�安
康
紀
ま
で
が
儀
鳳
暦
に
よ
り
、
巻
十
四
の
雄
略
紀
か
ら
以
後
、
最
後
の
持

統
紀
ま
で
が
元
嘉
暦
に
よ
り
、
雄
略
紀
の
前
後
に
よ
っ
て
分
か
れ
て
い
る

�。
雄
略
朝
は

古
代
の
画
期
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
雄
略
記
に
「
や
す
み
し
し
我
が
大
君
」
の
称
詞

が
用
い
ら
れ
る
の
も
、
こ
の
天
皇
が
実
質
的
に
江
田
船
山
古
墳
出
土
太
刀
銘
に
み
ら
れ

る
「
治
天
下
」
大
王
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
万
葉
集
で
は
、
二
七
例
あ
る
ヤ

ス
ミ

シ
シ
の
用

字
は
、
「
八

隅
知

之
」
が
二
〇
例
で

圧
倒
的
に
多
い
。

釈
日
本
紀
は

「
八

隅
知

也
。
言
四

海
八

�也
。

委
見

レ
上
。
」
と
す
る
。

冠
辞
考
に
は
、

万
葉

集
の
用

字
「
安
見

知
之
」
（
六
例
）
か
ら
、
「
安
ら
け
く
見
そ
な
は
し
し

ろ
し
め
し

賜
ふ
て
ふ
語

を
つ

ゞ
め
」
た
表
現
と
あ
る
。

橋
本

達
雄
は
記
紀

万
葉
の
用
例
を

検
討
し
、
「
や
す
み

し
し
」
の
原
義
の
表
記
は
「
八
隅
知
之
」
で
あ
り
、
道
教
の
神
学
に
基
づ
き
、
全
世
界

を
知
ら
し
め
す
意
で
あ
る

�と
す
る
。
ま
た

和
田

萃
は
、
「
や
す
み
し
し
」
の
意
味
を

「
国
土
の

隅
々
（
八

隅
）
ま
で
も
支

配
す
る
意
」
と

捉
え
、
「
八

隅
」
と
は
八
島
国
あ
る

い
は
大
八
洲
を
指
し
、
こ
れ
が
「
天
地
八
方
」
の
概
念
と
共
に
、
高
御
座
を
八
角
形
と

す
る
思
想
を
生
ん
だ

�と
す
る
。
古
事
記
に
は
「

�床
」
の
例
が
七
例
あ
り
、
仮
名
書
の

例
二
例
を
含
め
五
例
が
当
該
引
用
箇
所
に
含
ま
れ
る
。
あ
と
の
二
例
は
、
応
神
記
の
大

山
守
命
の

反
逆
の
と
こ

ろ
で
、
皇

位
継

承
者
と
さ
れ
た

宇
遅

能
和
紀

郎
子
が
、
「

詐
り

て
舍

人
を
王
に

爲
て
、

露
は
に

�床
に

坐
せ
」
た

箇
所
と
、
大
山

守
命
が
、
「

弟
王

其

の

�床
に

坐
す
と
以

爲
ひ
、
」
の

箇
所
に
見
ら
れ
る
。

青
木

周
平
は
、
七
例
が
「
天
皇

の
行
為
中
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
天
皇
の
権
威
の
象
徴
的
意
味
を
も
っ
て
い
る

�」
と
指

摘
す
る
。
宇
遅
能
和
紀
郎
子
は
天
津
日
継
を
知
ら
す
予
定
者
で
あ
り
、
天
皇
に
準
ず
る

存
在
と
み
な
さ
れ
、
「

�床
」
は

計
略
に

お
い
て
大
山

守
命
に

替
え

玉
が

和
紀

郎
子
で

あ
る
と
信
じ
さ
せ
る
席
で
あ
る
。「

�床
」
が
思
想
大
系
が
注
す
る
よ
う
に
「
高
御
座

�

玉
座
の
意
」
と
す
れ
ば
、
雄
略
記
の
伝
承
に
お
い
て
吉
野
の
阿
岐
豆
野
は
天
皇
の
座
す
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大
八
島
国
の
中
心
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
か
つ
神
の
座
す
場
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
阿
岐

豆
野
は
、
明
つ
神
が
顕
現
す
る
明
つ
野
と
し
て
選
ば
れ
た
地
名
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

日
本
書
紀
に
は
「
明
神
」
の
語
が
四
例
あ
る
。

・
明

�御
宇
日
本
天
皇
（
孝
徳
紀
大
化
元
年
七
月
条
二
箇
所
）

・
明

�御
宇
日
本
倭
根
子
天
皇
（
孝
徳
紀
二
年
二
月
条
）

・
現
爲
明

�御
八
嶋
國
天
皇
（
孝
徳
紀
二
年
三
月
条
）

・
明

�御
大
八
洲
倭
根
子
天
皇
（
天
武
紀
十
二
年
正
月
条
）

明

�御
大
八
洲
倭
根
子
天
皇
の
勅
命
を
ば
、

�の
國
司
と
國

�と
郡
司
と
百
姓
等
と
、

�

に
聽
く
べ
し
。

�、

�め
て
鴻
祚
登
し
し
よ
り
以
來
、
天
瑞
、
一
二
に
非
ず
し
て
多
に
至

れ
り
。
傳 ・
に ・
聞 ・
く ・
な ・
ら ・
く ・
、
其 ・
の ・
天 ・
瑞 ・
は ・
、
政 ・
を ・
行 ・
ふ ・
理 ・
、
天 ・

�

・
に ・
協 ・
ふ ・
と ・
き ・
に ・
は ・
、
應 ・

ふ ・
と ・
。
是
に
今

�が
世
に
當
り
て
、
年

�に
重
ね
て
至
る
。
…
…

こ
れ
ら
の
う
ち
孝
徳
紀
の
例
は
、
令
の
知
識
に
よ
っ
て
修
飾
さ
れ
た
文
言
と
さ
れ
、
確

実
な
例
は
続
紀
、
文
武
元
年
八
月
の
文
武
天
皇
即
位
の
宣
命
に
み
え
る
「
現
御
神
止
大

八
嶋
国
所
知
天
皇
大
命
」
と
さ
れ
る

	。
天
武
紀
の
例
も
、
神
野
志
隆
光
は
天
武
朝
段
階

に
は
浄
御
原
令
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
な
即
神
思
想
の
状
況
、
む
し
ろ
浄
御
原
令
に
「
明

神
」
は
認
め
が
た
い
状
況
で
あ
る


と
指
摘
す
る
。
天
武
紀
の
詔
は
筑
紫
大
宰
丹
比
眞
人

嶋
等
が
「
三
足
の
あ
る
雀
」
を
貢
っ
た
際
に
大
極
殿
の
宴
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。

傍
点
を
付
し
た
箇
所
に
は
、
天
子
の
行
う
政
治
が
天
道
に
か
な
う
と
き
、
天
か
ら
祥
瑞

が
示
さ
れ
る
と
あ
る
。
思
想
が
詞
章
化
さ
れ
る
の
は
後
世
で
あ
っ
て
も
、
古
事
記
の
編

纂
者
は
、
阿
岐
豆
野
に
お
け
る
天
皇
の
玉
座
や
狩
猟
の
場
に
お
い
て
田
の
神
蜻
蛉
が
現

れ
て
天
皇
を
助
け
た
り
、

�城
山
で
榛
の
木
が
天
皇
を
守
る
奇
事
が
起
こ
る
様
を
語
り
、

明
神
思
想
を
雄
略
天
皇
と
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
明
神

が
顕
現
す
る
の
が
吉
野
の
阿
岐
豆
野
で
あ
り
、
阿
岐
豆
か
ら
蜻
蛉
を
導
き
出
し
、
「
蜻

蛉
島
倭
」
へ
と
展
開
さ
せ
、
さ
ら
に
は
神
武
紀
の
国
号
の
由
来
で
あ
る
「
そ
ら
み
つ

や
ま
と
」
の
伝
承
を
と
り
込
ん
で
、

�城
へ
と
話
を
つ
な
い
で
い
る
。

続
い
て
Ｆ

�の

�城
山
で
の
一
言
主
大
神
と
の
遭
遇
は
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

一
時
、
天
皇

�城
山
に
登
り
幸
で
ま
し
し
時
、
百
官
の
人
等
、
悉
に
紅
き
紐

�け
し
靑

�の
衣

�を
給
は
り
き
。
彼
の
時
其
の
向
へ
る
山
の
尾
よ
り
、
山
の

上
に
登
る
人

有
り
き
。

�に
天 ・
皇 ・
の ・

鹵 ・
簿 ・
に ・
等 ・
し ・
く ・
、
亦 ・
其 ・
の ・
裝 ・
束 ・
の ・

�

・
、

�

・
人 ・
衆 ・
、
相 ・
似 ・
て ・
傾 ・
ら ・
ざ ・
り ・
き ・
。
爾

に
天
皇

�け
ま
し
て
、
問
は
し
め
て
曰
り
た
ま
ひ
し
く
、
「

�の
倭 ・
國 ・
に ・
、
吾 ・
を ・
除 ・
き ・
て ・
亦 ・

王 ・
は ・
無 ・
き ・
を
、
今
誰
し
の
人
ぞ
如
此
て
行
く
。
」
と
の
り
た
ま
へ
ば
、

�ち
答 ・
へ ・
て ・
曰 ・
す ・

�

・

も ・
亦 ・
天 ・
皇 ・
の ・
命 ・
の ・
如 ・
く
な
り
き
。
是
に
天
皇
大 ・
く ・
忿 ・
り ・
て ・
矢
刺
し
た
ま
ひ
、
百
官
の
人
等

悉
に
矢
刺
し
き
。
爾
に
其
の
人
等
も
亦
皆
矢
刺
し
き
。
故
、
天
皇
亦
問
ひ
て
曰
り
た
ま
ひ

し
く
、
「
然
ら
ば
其
の
名
を

�れ
。
爾
に
各
名
を

�り
て
矢
彈
た
む
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。

是
に
答
へ
て
曰
し
け
ら
く
、
「
吾
先
に
問
は
え
き
。
故
、
吾
先
に
名
告
り
を
爲
む
。
吾
は
惡

事
も
一
言
、
善
事
も
一
言
、
言
ひ
離
つ

�、

�城
の
一
言
主
大

�ぞ
。
」
と
ま
を
し
き
。
天

皇
是
に

惶
畏
み
て

白
し
た
ま
ひ
し
く
、
「

恐
し
、

我
が
大

�、
宇 ・

�

・
志 ・

意 ・
美 ・

有 ・
ら ・
む ・
と
は
、

覺
ら
ざ
り
き
。
」
と

白
し
て
、
大
御

刀

�弓
矢
を

始
め
て
、
百
官
の
人
等
の

�せ
る
衣

�を

�が
し
め
て
、

拜
み
て

獻
り
た
ま
ひ
き
。
爾
に
其
の
一
言
主
大

�、
手

打
ち
て
其
の

捧
げ

物
を

受
け
た
ま
ひ
き
。
故
、
天
皇
の

�り
幸
で
ま
す
時
、
其
の
大

�、
滿
山
の

末
よ
り

長 ・

谷 ・
の ・
山 ・
口 ・
に ・

�

・
り ・
奉 ・
り ・
き
。
故
、
是
の
一
言
主
大

�は
、
彼
の
時
に
顯 ・
れ ・
た
ま
ひ
し
な
り
。

「
�の

倭
國
に
、
吾
を
除
き
て
亦
王
は
無
き
を
、
今
誰
し
の
人
ぞ
如
此
て
行
く
」
と
問

い
か
け
、
相
手
の
返
答
に
「
大
く
忿
り
て
」
弓
に
矢
を
つ
が
え
る
行
為
に
は
、
自
ら
を

倭
国
の
王
と
し
て
主
張
す
る
強
い
自
負
が
う
か
が
え
る
。
荻
原
千
鶴
は
こ
の
自
称
性
や

怒
り
は
雄
略
天
皇
の
特
異
な
造
形
で
あ
り
、
雄
略
像
に
は
『
古
事
記
』
が
構
築
し
よ
う

と
し
た
世
界
の
枠
に
と
ど
ま
り
き
ら
な
い
も
の
が
あ
る

�と
指
摘
す
る
。
紅
紐
付
青

�装
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束
は
農
耕
祭
式
に
着
用
す
る
祭
式
装
束
で
あ
る

�と
さ
れ
、

�城
山
巡
幸
は
王
者
の
祭
政

の
一
環
と
考
え
ら
れ
る
。
飯
村
高
宏
は
、
「
相
似
不

レ
傾
」
の
部
分
に
は
、
天
皇
と
一

言
主
神
は
等
価
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
、
神
の
姿
を
天
皇
の
姿
に
見
立
て
る
こ
と
で

こ
の
表
現
が
成
立
し
て
い
る

�と
述
べ
る
。
両
者
は
弓
矢
を
つ
が
え
一
触
即
発
の
危
機
に

�す
る
が
、
天
皇
の
「
名
を
告
れ
」
の
命
に
従
い
一
言
主
神
は
自
ら
の
託
宣
神
の
性
格

を
明
ら
か
に
し
て
、
名
告
り
を
す
る
。
阿
部
寛
子
は
、
「
実
体
を
自
ら
明
か
す
こ
と
に

よ
っ
て
今
、

�城
の
大
神
は
大
王
雄
略
に
服
属
し
た
こ
と
に
な
る

�」
と
す
る
。
雄
略
天

皇
は
こ
の
名
告
り
を
聞
き
、
「
恐
し
、
我
が
大

�、
宇

�志
意
美
有
ら
む
と
は
、
覺
ら

ざ
り
き
。
」
と
答
え
る
。
奥
村
紀
一
は
、
う
つ
し
お
み
は
「
現
し
臣
」
（
こ
の
世
の
臣
下
）

の
意
で
あ
り
、

�城
山
で
は
、
相
手
が
大
神
な
の
で
、
天
皇
の
方
が
自
ら
を
卑
下
し
た

	

と
述
べ
る
。
相
手
の
領
域
に
入
る
時
、
神
が
そ
の
力
を
示
現
す
る
際
に
、
倭
建
は
走
水

の
渡
に
お
い
て
貴
い
犠
牲
を
捧
げ
て
か
ら
く
も
難
を
逃
れ
、
伊
吹
山
で
は
言
挙
げ
に
よ

っ
て
打
ち
の
め
さ
れ
る
。
雄
略
天
皇
は
出
現
し
た
大
神
に
最
大
限
の
敬
意
を
払
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
「
我
が
大

�」
と
呼
び
か
け
て
神
に
近
づ
き
、
神
を
自
分
の
側
に
寄
せ
て

い
る
。
天
皇
が
献
っ
た
衣
服
を
一
言
主
神
が
手
を
拍
っ
て
受
納
し
た
の
は
、
神
が
天
皇

の
祭
祀
を
受
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
言
主
神
は
天
皇
を
長
谷
の
山
口
ま
で
「


奉
」

と
あ
り
、
紀
の
「
來
目
水
ま
で
に
至
る
」
記
述
に
比
す
る
と
、
記
に
は
天
皇
に
対
す
る

大
神
の
最
大
限
の
敬
意
が
う
か
が
え
る
。
「
一
言
主
大

�は
、
彼
の
時
に
顯 ・
れ ・
た
ま
ひ

し
な
り
。」
の
「
顯
」
の
用
字
は
、『
古
事
記
』
で
は
神
の
出
現
す
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る

�と
い
う
。
雄
略
天
皇
は
現
し
臣
と
表
現
さ
れ
る
自
身
と
等
価
の
姿
で
一
言
主
神
を

認
め
、
神
の
正
身
に
直
接
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
た
唯
一
の
天
皇
と
し
て
描
か
れ
る
。

し
か
も
そ
の
出
会
い
は
、
夢
や
神
託
を
通
さ
ず
に
、
神
の
時
間
帯
で
あ
る
夜
で
は
な
く
、

昼
に
な
さ
れ
て
い
る
。
『
古
事
記
』
は
吉
野
と

�城
の
伝
承
を
通
し
て
、
大
王
と
よ
ば

れ
る
古
代
王
の
姿
と
、
明
神
（
現
神
）
の
思
想
に
つ
な
が
る
始
祖
王
と
し
て
の
姿
を
も

つ
雄
略
天
皇
を
、
祭
式
的
な
時
間
の
中
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
神
と
関
わ
ら
せ
な
が
ら

現
実
の
時
間
を
超
え
た
存
在
と
し
て
描
こ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
雄
略
天
皇
は
仁

徳
天
皇
に
つ
な
が
る
皇
統
の
末
期
を
か
ざ
る
大
王
と
し
て
、
さ
ら
に
は
継
体
天
皇
以
降

の
天
皇
像
を
支
え
る
強
大
な
存
在
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

四
金

�岡

天
語
歌

�天
皇
、
丸
邇
の
佐

�紀
臣
の
女
、

袁
杼
比

賣
を

婚
ひ
に
、

春
日
に
幸

行
で
ま
し
し
時
、

�

・
女 ・

�

・
に ・

�

・
ひ ・
き ・
。

�ち
幸

行
を
見
て
、
岡
の

邊
に

�

・
げ ・

隱 ・
り ・
き ・
。

故
、

御
歌
を

作
み
た

ま
ひ
き
。
其
の
御
歌
に
曰
り
た
ま
ひ
し
く
、

�女
の

い
隱
る
岡
を

金

�も
五

百
箇
も
が
も

�き
撥

ぬ
る
も
の
（
記

九
八

番
）

と
の
り
た
ま
ひ
き
。
故
、
其
の
岡
を
號
け
て
金

�岡
と
謂
ふ
。

Ｇ

�に
お
け
る

袁
杼
比

売
と
の
出
会
い
は
「

�女

�に

�ひ
き
。
」
の
よ
う
に
相
手
を

主
格
と
し
て
語
ら
れ
る
。
こ
の
表
現
に
つ
い
て
中
川
ゆ
か
り
は
、
祭
祀
の
場
で
神
と
一

体
化
す
る
巫
女
は
神
に
準
ず
る
存
在
と
見
な
さ
れ
、
出
会
う
相
手
が
人
間
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
出
会
い
が
自
ら
の
意
志
を
越
え
た
も
の
と
し
て
驚
き
を
も
っ
て
語
ら
れ
る
際
に
み

ら
れ
る

�と
指
摘
す
る
。
媛
女
は
「

�げ
隱
」
れ
る
意
志
を
も
つ
存
在
で
あ
り
、
隠
び
妻

型
の
伝
承
に
な
っ
て
い
る
。
対
す
る
天
皇
は
、
五
百
個
の
金

�を
使
っ
て
も
土
を

�き
、

媛
女
を
見
つ
け
出
し
た
い
と
い
う
決
意
と
自
身
の
強
大
な
力
を
示
す
。
こ
の
歌
謡
に
は

万
葉
集
の
巻
頭
歌
に
み
ら
れ
る
「
菜
摘
ま
す
児
」
へ
の
我
を
誇
示
す
る
姿
勢
が
う
か
が

え
よ
う
。
雄
略
天
皇
の
袁
杼
比
売
へ
の
示
威
の
様
は
、
九
二
番
の
「
老 ・
い ・
に ・
け ・
る ・
か
も
」

の
主
格
が
天
皇
で
は
な
く
赤
猪
子
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
天
皇
と
袁
杼
比
売
の
婚

姻
は
次
の
豊
楽
で
完
結
を
す
る
。

Ｈ

�と
Ｉ

�の
伝
承
を
見
て
い
く
。
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�天
皇
、
長
谷
の
百
枝
槻
の
下
に
坐
し
ま
し
て
、
豐
樂
爲
た
ま
ひ
し
時
、
伊
勢
國
の
三
重

�、
大
御
盞
を
指
擧
げ
て
獻
り
き
。
爾
に
其
の
百
枝
槻
の
葉
、
落
ち
て
大
御
盞
に

�か
び

き
。
其
の

�、
落
葉
の
盞
に

�か
べ
る
を
知
ら
ず
て
、

�大
御
酒
を
獻
り
き
。
天
皇
其
の

盞
に

�か
べ
る
葉
を
看
行
は
し
て
、
其
の

�を
打
ち
伏
せ
、
刀
を
其
の
頸
に
刺
し
充
て
て
、

斬
ら
む
と
し
た
ま
ひ
し
時
、
其
の

�、
天
皇
に
白
し
て
曰
ひ
け
ら
く
、
「
吾
が
身
を
莫

�し

た
ま
ひ
そ
。
白
す
べ
き
事
有
り
。」
と
い
ひ
て
、

�ち
歌
曰
ひ
け
ら
く
、

纏 ・
向 ・
の ・

日 ・
代 ・
の ・
宮 ・
は ・

�日
の

日
照
る
宮

夕
日
の

日
が
け
る
宮

竹
の
根

の
根
垂
る
宮

木
の
根
の

根
蔓
ふ
宮

八
百
土
よ
し

い
築
き
の
宮

眞
木
さ

く
檜
の
御
門

新
嘗
屋
に

生
ひ
立
て
る

百
足
る

槻
が
枝
は

上 ・
枝
は

天 ・

を
覆
へ
り

中 ・
つ
枝
は

東 ・
を
覆
へ
り

下 ・
枝
は

鄙 ・
を
覆
へ
り

上 ・
枝
の

枝
の

末
葉
は

中 ・
つ
枝
に

落
ち
觸
ら
ば
へ

中 ・
つ
枝
の

枝
の
末
葉
は

下 ・
つ
枝
に

落
ち
觸
ら
ば
へ

下 ・
枝
の

枝
の
末
葉
は

あ
り
衣
の

三
重
の
子
が

指
擧
せ
る

瑞 ・
玉 ・
盞 ・
に

�

・
き ・
し ・
脂 ・

落 ・
ち ・
な ・
づ ・
さ ・
ひ ・

水 ・
こ ・
を ・
ろ ・
こ ・
を ・
ろ ・
に ・

是
し
も

あ
や

に
恐
し
高
光
る
日
の
御
子
事
の
語
言
も
是
を
ば
（
記
九
九
番
）

と
う
た
ひ
き
。
故
、
此
の
歌
を
獻
り
つ
れ
ば
、
其
の
罪
を
赦
し
た
ま
ひ
き
。
爾
に
大
后
歌

ひ
た
ま
ひ
き
。
其
の
歌
に
曰
り
た
ま
ひ
し
く
、

倭
の

こ
の
高 ・
市 ・
に

小
高
る

市 ・
の
高
處

新 ・
嘗 ・
屋 ・
に

生
ひ
立
て
る

葉 ・
廣 ・

五 ・
百 ・
箇 ・
眞 ・
椿 ・

其
が
葉 ・
の

廣
り
坐
し

そ
の
花 ・
の

照 ・
り ・
坐 ・
す ・

高
光
る

日
の

御
子
に
豐
御
酒
獻
ら
せ
事
の
語
言
も
是
を
ば
（
記
一
〇
〇
番
）

と
の
り
た
ま
ひ
き
。

�ち
天
皇
歌
曰
ひ
た
ま
ひ
し
く
、

も
も
し
き
の

大
宮
人
は

鶉
鳥

領
巾
取
り
懸
け
て

鶺
鴒

尾
行
き
合
へ

庭

雀
う
ず
す
ま
り
居
て

今
日
も
か
も

酒
み
づ
く
ら
し

高
光
る

日
の
宮
人

事
の
語
言
も
是
を
ば
（
記
一
〇
一
番
）

と
う
た
ひ
た
ま
ひ
き
。
此
の
三
歌
は
天
語
歌
な
り
。
故
、
此
の
豐
樂
に
其
の
三
重

�を
譽

め
て
、
多
の
祿
を
給
ひ
き
。
是
の
豐
樂
の
日
、
亦
春
日
の
袁
杼
比
賣
、
大
御
酒
を
獻
り
し

時
、
天
皇
歌
曰
ひ
た
ま
ひ
し
く
、

水 ・

	

・
く ・

臣 ・
の ・
孃 ・
子 ・

秀
罇
取
ら
す
も

秀
罇
取
り

堅
く
取
ら
せ

下
堅
く

彌

堅
く
取
ら
せ
秀
罇
取
ら
す
子
（
記
一
〇
二
番
）

と
う
た
ひ
た
ま
ひ
き
。
此
は
宇
岐
歌
な
り
。
爾
に
袁
杼
比
賣
、
歌
を
獻
り
き
。
其
の
歌
に

曰
ひ
し
く
、

や
す
み
し
し

我
が
大
君
の

�と
に
は

い
倚
り
立
た
し

夕
と
に
は

い
倚
り

立
た
す
脇
机
が
下
の
板
に
も
が
あ
せ
を
（
記
一
〇
三
番
）

と
い
ひ
き
。
此
は
志


歌
な
り
。

九
九
番
は
「
纏
向
の
日
代
宮
は
…
…
」
と
景
行
天
皇
の
宮
ぼ
め
か
ら
歌
い
お
こ
さ

れ
る
。
朝
日
夕
日
の
輝
く
様
は
日
代
の
称
辞
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。
そ
の
宮
の
新
嘗
屋

に
寄
せ
て
、
天
よ
り
下
り
来
た
っ
た
霊
威
が
槻
の
聖
木
を
伝
い
、
高
天
原
か
ら
東
方
に
、

さ
ら
に
は
鄙
の
国
ま
で
行
き
渡
り
、
や
が
て
樹
下
の
三
重
の

�が
捧
げ
持
つ
大
御
盞
の

中
に
ふ
り
注
ぐ
様
が
歌
わ
れ
る
。
景
行
朝
は
倭
建
命
の
東
征

�西
征
に
よ
っ
て
天
皇
の

支
配
が
大
八
島
国
に
行
き
渡
っ
た
時
代
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
倭
建
命
は
美
夜
受

比
売
と
の
唱
和
の
歌
で
「
高
光
る

日
の
御
子

や
す
み
し
し

我
が
大
君
」
（
記
二

八
番
）
と
讃
え
ら
れ
て
い
る
。
景
行
記
の
こ
の
表
現
を
除
き
、
古
事
記
で
は
「
や
す
み

し
し

我
が
大
君
」
と
「
高
光
る

日
の
御
子
」
が
使
い
わ
け
ら
れ
て
い
る
。
「
や
す

み
し
し
我
が
大
君
」
の
表
現
は
、
第
三
節
で
見
た
よ
う
に
雄
略
天
皇
に
も
用
い
ら
れ

る
。
ま
た
「
天
」
は
、
倭
建
命
が
八

尋
白

智
鳥
に

化
し
、
「
天
に

�り
て
」
と
あ
る
表

現
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
天
皇
家
の
統
治
は
高
天
原
思
想
を
基
盤
と
し
て
お
り
、

天
皇
は
天
か
ら
降
り
、
再
び
天
に
帰
着
す
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
居
駒
永
幸

は
、
天
語
歌
が
新
嘗

祭

�大
嘗

祭
に

関
わ
る

詞
章
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
天
は

祭
式
の

―12―



中
心
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
東

�鄙
は
そ
こ
に
奉
仕
す
る
ユ
キ

�ス
キ
の
国
に
対
す
る

表
現

�」
と
説
く
。
ま
た
多
田
元
は
こ
れ
を
さ
ら
に
具
体
化
し
て
、
「
天
」
は
「
祭
祀
王

の
坐
し

�所
」
と
説
く
。「
光
る
」
は
自
ら
光
を
発
す
る
自
動
詞
で
、「
高
光
る
」
は
天
に

輝
く
日
の
神
の
御
子
に
対
す
る
深
い
畏
敬
の
念
を
示
す
語
で
あ
り
、
倭
建
が
西
征
東
征

の
際
に
最
初
に
立
ち
寄
っ
た
伊
勢
の
天
照
大
御
神
の
信
仰
と
も
関
わ
る
だ
ろ
う
。
黒
田

龍
二
は
、
伊
勢
地
方
は
弥
生
時
代
か
ら
開
け
た
地
域
で
あ
り
、
五
世
紀
段
階
で
内
宮
の

地
に
大
規
模
な
祭
祀
場
が
営
ま
れ
る
が
、
そ
れ
は
ヤ
マ
ト
王
権
の
祭
祀
場
で
あ
る
可
能

性
が
も
っ
と
も
高
い

�と
す
る
。
三
重

�が
天
語
歌
を
奉
っ
た
の
は
、
三
重
が
東
方
へ
の

入
口
で
あ
り
、
「
天
」
と
つ
な
が
る
信
仰
の
地
、
伊
勢
を
背
景
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
の
で
、
新
嘗
祭
に
「
語
り
言
」
を
奏
上
す
る
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
み
な
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
九
州
か
ら
東
国
ま
で
天
皇
家
の
支
配
が
行
き
渡
っ
た
大
王
の
起
源
は
、

景
行
朝
の
倭
建
命
の
事
蹟
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
九
九
番
の
「

�き
し
脂
落
ち
な
づ

さ
ひ
水
こ
を
ろ
こ
を
ろ
に
」
の
表
現
は
、
創
世
神
話
の
「
國
稚
く

�き
し
脂
の
如
く

し
て
」、「
鹽
許
々
袁
々
呂
々
邇
畫
き
鳴
し
て
」
と
通
い
合
う
。
倭
建
は
熊
曽
建
征
伐
の

際
に
、
「
吾
は
纏
向
の
日
代
宮
に
坐
し
ま
し
て
、
大 ・
八 ・
島 ・
國 ・
知 ・
ら ・
し ・
め ・
す ・
、
大
帶
日
子

淤
斯
呂
和
氣
天
皇
の
御
子
、
名
は
倭
男
具
那
王
ぞ
。
」
と
名
の
り
を
す
る
。
景
行
朝
は

国
生
み
神
話
を
そ
の
起
源
と
捉
え
、
雄
略
朝
も
ま
た
そ
の
流
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
始

原
か
ら
景
行
朝
を
経
て
「
天
」
を
根
元
と
す
る
歴
史
的
な
時
間
の
流
れ
が
、
祭
式
の
場

に
お
い
て
今
盃
に
浮
か
ん
だ
槻
の
葉
に
凝
縮
し
て
表
れ
た
こ
と
を
奇
事
と
し
て
、
三
重

�は
天
皇
に
「
あ
や
に
恐
し
」
と
奏
上
す
る
。
一
〇
〇
番
の
大
后
の
歌
に
は
、
倭
の
高

市
、
そ
れ
は
天
に
直
結
す
る
場
で
も
あ
る
が
、
市
に
来
臨
す
る
神
を
迎
え
る
新
嘗
屋
に

市
の
目
印
と
し
て
植
え
ら
れ
た
神
木
、
「
葉
廣
五
百
箇
眞
椿
」
を
新
嘗
の
場
に
臨
ん
だ

照
り
坐
す
天
皇
に
喩
え
る
。
西
郷
信
綱
は
、
「
椿
の
花
は
春
の
こ
と
ぶ
れ
で
、
そ
の
盛

り
は
ほ
ぼ
新
嘗
祭
の
こ
ろ
と
一
致
す
る

�」
と
述
べ
る
。
祭
式
の
主
催
者
で
あ
る
天
皇
と

大
后
は
雄
略
記
に
お
い
て
共
に
日
に
関
わ
る
花
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
。
大
后
は
三
重

�

に
「

豐
御

酒
獻
ら

せ
」
と

勧
め
る
。
九
九
番
に
「
指

擧
せ
る
」
、
一
〇
〇
番
に
「

獻

ら
せ
」、
一
〇
二
番
に
「
秀
罇
取
ら
す
」「

取
ら
せ
」
の
よ
う
に
新
嘗
に
奉
仕
す
る
女
性

た
ち
に
敬
語
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
女
性
た
ち
が
来
臨
し
た
神
や
神
霊
を
天
皇
に
媒
介

す
る
存
在
と
み
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
吉
村
武
彦
は
、
新
嘗
祭
と
い
う
統
治
原
理

を
確
認
す
る
儀
式
の
場
で
、
「
大
八
島
国
と
い
う
国
土
支
配
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー

	天




東


夷

�が
歌
わ
れ
た
こ
と
」
に
、
九
九
番
の
歌
の
重
要
な
意
味
が
あ
る
と
説
い
た

�が
、

�の
捧
げ
た
酒
杯
を
飲
み
干
す
こ
と
は
、
天
か
ら
降
り
来
っ
た
祖
霊
と
一
体
化
し
、
国

土
の
霊
威
を
取
り
込
み
、
大
八
島
国
を
統
治
す
る
資
格
を
更
新
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な

が
る
。
一
〇
一
番
で
は
、
天
皇
が
大
宮
人
を
讃
美
す
る
。「
高
光
る
」
の
称
詞
は
、「
日

の
宮 ・
人 ・
」
に
続
い
て
い
る
。
森
朝
男
は
こ
の
歌
謡
の
「
今
日
も
か
も

酒
み
づ
く
ら
し
」

の
表
現
は
、
新
嘗
の
日
を
特
に
讃
え
て
と
り
出
し
、
そ
の
今
日
の
日
に
神
の
降
臨
を
仰

い
で
華
や
ぐ
ハ
レ
の
祝
祭
の
場
を
、
一
歩
離
れ
た
圏
外
か
ら
讃
え
言
寿
ぐ
趣
き
を
も
つ



と
す
る
。
ま
た
大
宮

人
が

鳥
に
喩
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

長
野
一
雄
は
、
「

鶉
鳥
は

卵
を
よ
く
生
み
、
鶺
鴒
は
性
交
の
所
作
を
示
し
、
庭
雀
は
数
多
く
群
が
っ
て
穀
物
を
つ

つ
く
、
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
三
種
の
鳥
は
聖
な
る
豊
穣
の
意
味
を
も
つ
の
で
は
な
か

ろ
う
か

�。
」
と
指

摘
す
る
。
新
嘗
の
祭
祀
は

聖
婚
と

服
属
を
語
る
こ
と
に
そ
の

主
意
が

あ
る
と
思
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
鳥
は
豊
饒
を
予
祝
す
る
景
物
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。
一
〇

二
番
は
、
春
日
の
袁
杼
比
売
を
「
水

�く
臣
の
孃
子
」
と
表
現
し
て
い
る
。
比
売
を

臣
下
と
し
て
天
皇
に
お
仕
え
す
る

臣
と
し
、
「
水

�く
」
の

掛
か
り
方
は

未
詳
で
あ
る

が
、
「
水
そ
そ
く
」
行

為
は

聖
水
に

よ
っ
て

復
活

再
生
を

期
す
る
新
嘗
の
祭
儀
に
関
わ

る
表
現
で
あ
ろ
う
。
天
皇
は
し
っ
か
り
と
徳
利
を
と
る
よ
う
に
繰
り
返
し
促
し
て
い
る
。

一
〇
三
番
で
比
売
は
「
や
す
み
し
し

我
が
大
君
の
」
と
歌
い
お
こ
し
、
大
八
島
国
を

統
治
す
る
霊
威
を
身
に
つ
け
た
天
皇
が
朝
夕
に
使
用
す
る
脇
息
の
下
の
板
に
な
り
た
い
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と
歌
う
。
こ
の
歌
謡
の
「
や
す
み
し
し
」
は
、
朝
夕
に
使
用
す
る
「
脇
机
」
に
続
い
て

い
く
こ
と
か
ら
、
「
安
見
知
之
」
（
万
葉
集
に
六
例
）
の
用
字
の
意
を
と
り
、
「
や
す
み
し

し
」
は
、
王
が
休
む
こ
と
を
理
想
と
す
る
表
現

�と
す
る
方
が
ふ
さ
わ
し
い
か
も
し
れ
な

い
。
新
嘗
祭
に
聖
所
へ
の
忌
み
隠
り
を
経
て
再
誕
す
る
大
王
と
、
復
活
再
生
の
祭
儀
に

仕
え
聖
婚
を
す
る
巫
女
の
イ
メ
ー
ジ
が
歌
謡
の
根
底
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
雄
略
記
は
豊

の
楽
の
宴
の
場
で
歌
わ
れ
た
寿
歌
五
首
の
連
続
を
も
っ
て
閉
じ
ら
れ
る
。
神
野
志
隆
光

は
、「
こ
れ
ら
の
歌
を
つ
う
じ
て
、
雄
略
治
政
の
め
で
た
さ
を
語
り
上
げ
よ
う
と
す
る

�」

意
図
が
あ
る
と
す
る
。
天
語
歌
の
新
嘗
の
豊
楽
の
場
に
登
場
す
る
女
性
た
ち
は
、
日
下

の
地
に
関
わ
る
若
日
下
部
王
、
倭
の
東
に
位
置
す
る
伊
勢
を
背
景
に
も
つ
三
重

�、
春

日
の
袁
杼
比
売
の
春
日
も
、
万
葉
集
に
「
春
日
を
春
日
の
山
の
高
座
の
三
笠
の

山
に
」
（

3
�三

七
二
）
の
枕
詞
か
ら
す
る
と
春 は
る

日 ひ

に
関
わ
る
地
と
思
わ
れ
、
春
を
招
来

す
る
新
嘗
の
祭
式
に
ふ
さ
わ
し
く
、
三
者
は
太
陽
信
仰
を
背
負
う
存
在
と
し
て
、
「
高

光
る
日
の
御
子
」
と
讃
え
ら
れ
る
雄
略
天
皇
に
配
さ
れ
て
い
る
。
間
瀬
智
代
は
九
九

番
の
歌
謡
を
「
空
間
と
時
間
と
が
交
錯
す
る
壮
大
な
歌
意
を
持
つ
、
他
に
類
を
見
な
い

秀
歌

�」
と
評
す
る
。
ま
た
金
沢
英
之
は
、
垂
直
方
向
か
ら
水
平
方
向
へ
と
、
「
国
土
の

神
話
的
創
造
か
ら
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
に
よ
る
ア
ヅ
マ
平
定
に
よ
る
そ
の
政
治
的
完
成
ま

で
の
時
間
と
空
間
と
が
、
一
枚
の
葉
の
中
に
凝
集
」
し
、
倭
建
の
東
征
に
関
わ
る
地
、

伊
勢
の
三
重
の

�が
そ
れ
を
奉
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
今
の
こ
の
雄
略
の
世
を
、
そ
う

し
て
実
現
さ
れ
た
十
全
な
世
界
を
受
け
継
ぐ
も
の
と
讃
え
、
最
後
に
こ
の
出
来
事
が
未

来
に
わ
た
っ
て
も
語
り
継
が
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
ろ
う
と
言
寿
ぐ

�」
こ
と
に
こ
の
歌
謡

の
価
値
を
み
る
。
一
〇
三
番
で
は
、
朝
と
夕
と
い
う
一
日
の
日
の
動
き
が
語
ら
れ
、
九

九
番
で
は
、
創
世
か
ら
景
行
朝
を
経
て
連
綿
と
続
く
悠
久
の
時
間
の
中
で
、
「
天
」
を

根
源
と
し
、
天
の
下
に
位
置
す
る
倭

�東

�鄙
に
霊
威
が
あ
ま
ね
く
行
き
渡
る
様
が
歌

わ
れ
る
。
霊
威
は
日
の
御
子
の

象
徴
で
あ
る
日
（
霊
）
と
重
ね
ら
れ
、
朝

�夕
、
東

�

鄙
の
よ
う
に
太
陽
の
軌
跡
が
語
ら
れ
る
。
新
嘗
の
祭
を
根
幹
と
し
て
一
年
の
は
じ
ま
り

と
終
わ
り
に
祭
祀
を
行
い
、
新
た
な
る
春
を
も
た
ら
し
、
大
王
の
統
治
す
る
空
間
を
繁

栄
に
導
き
、
時
を
支
配
し
、
四
時
の
運
行
を
司
る
、
変
若
返
り
を
繰
り
返
す
祭
政
王
と

し
て
雄
略
天
皇
は
描
か
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

「
高
光
る

日
の
御
子

や
す
み
し
し

我
が
大

君
」
と
讃

美
さ
れ
る
倭
建

命
は
、

「
あ
ら
た
ま
の

年
が

來
經
れ

ば
あ
ら
た
ま
の

月
は

來
經

�く
」
（
記
二

八
番
）
と

い
う
時
の

流
れ
の
中
で
生
き
る
存
在
で
あ
る
。
「

品
陀
の

日
の
御
子
」
と

称
さ
れ
、

「
高
光
る

日
の
御
子
」
と
讃
え
ら
れ
る

仁
徳
天
皇
も

雁
が

卵
を
生
む

祥
瑞
に
つ
い
て

は
、
「
世
の

長
人
」
で
あ
る

武
内

宿

	に
た

ず
ね
る

命
に

限
り
あ
る
存
在
と
し
て

描
か

れ
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
雄
略
天
皇
に
は
、
赤
猪
子
伝
承

�吉
野

�

城

に
お
い
て
神
と
し
て
表
現
さ
れ
る
記

述
が
あ
り
、
若
日
下
部
王
の

求
婚

譚
の

前
半
の

「
能

美
の
御

�の
物
」
で
も
神
の
よ
う
な

扱
い
を
う
け
て
い
る
。

赤
猪
子
へ
の

求
婚

譚

で
は
、
神
の
宮
人
で
あ
る
赤
猪
子
に
は
八
十
年
の
歳
月
が
流
れ
て
い
る
の
に
、
雄
略
天

皇
は
年
の
支
配
を
う
け
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。
雄
略
天
皇
の
崩
御
年
は
、

「
壹

佰
貳

拾
肆

�

己
巳
の
年
の
八
月
九

日
に

り
ま
し
き
。
」
と
あ
り
、
下

巻
の
天
皇
の
中
で
は

抜
き

ん
で
て

長

寿
で
あ
る
。
人
の
世
に
生
き
る
大
王
と
し
て
時
の
流
れ
に
生
き
る
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、

神
話
的
な
時
間
の
流
れ
の
中
に
生
き
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
雄
略
天
皇
の
永
遠
性
を

言
寿
ぐ
女
性
た
ち
、
特
に
若
日
下
部
王
は
雄
略
記
の
は
じ
ま
り
と
結
び
に
登
場
し
、
時

空
を
超
越
し
た
祭
政
王
と
し
て
描
か
れ
る
雄
略
天
皇
像
を
支
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

雄
略
記
は
二
話
一
連
の
構
成
を
と
り
な
が
ら
、
巡
幸

�国
見

�求
婚

�狩
猟

�新
嘗
と

い
う
王
者
の
祭
政
を
描
き
、「
や
す
み
し
し

我
が
大
君
」「
高
照
ら
す
日
の
御
子
」

と
い
う
称
詞
に
よ
っ
て
地
上
と
天
上
の
権
威
を
あ
わ
せ
も
つ
理
想
的
な
大
王
像
を
形
成
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し
て
い
る
。
そ
れ
は
古
事
記
の
編
纂
を
命
じ
た
天
武
天
皇
に
通
う
姿
で
あ
ろ
う
。

注

①
榎
本
福
寿
「
『
古
事
記
』
雄
略
天
皇
条
の
所
伝
の
な
り
た
ち

�二
話
一
連
の
構
成
に
つ
い

て

�」『
古
事
記
年
報
』
第
四
十
一
号
一
九
九
九
年
一
月

②
島
田
晴
子
「
赤
猪
子
の
歌
謡
物
語
」
『
論
集
上
代
文
学
』
第
八
冊

一
九
七
七
年
十
一
月

笠
間
書
院
、
品
田
悦
一
「
歌
謡
物
語

�表
現
の
方
法
と
水
準
」
『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』

第
三
六
巻
八
号
一
九
九
一
年
七
月

③
青
木
周
平
「
雄
略
天
皇
」『
古
代
文
学
の
歌
と
説
話
』
二
〇
〇
〇
年
十
月
若
草
書
房

④
長
野
一
雄
「
雄
略
記
の

�城
山
」
『
古
事
記
説
話
の
表
現
と
構
想
の
研
究
』
一
九
九
八
年
五

月
お
う
ふ
う

⑤
中
村
啓
信
「
雄
略
天
皇
と

�城
の
神
」『
古
事
記
の
本
性
』
二
〇
〇
〇
年
一
月
お
う
ふ
う

⑥
前
掲
書
①
九
八
頁
、
榎
本
氏
の
模
式
図
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
本
稿
の
説
話
の
分
類
に
従
い
、

変
更
し
た
。

⑦
青
木
周
平
「
仁
徳
天
皇
」
前
掲
書
③

⑧
川
副
武
胤
「

�日

�と

�日
子

�」（
一
）
の
用
法
」
『
古
事
記
の
研
究

改
訂
増
補
版
』
一
九

八
一
年
四
月
至
文
堂

⑨
寺
田
恵
子
「
古
事
記

�稽
首

�の
訓
み
に
つ
い
て
」
『
国
文
目
白
』
第
三
十
三
号

一
九
九

四
年
一
月

⑩
寺
田
恵
子
「
古
事
記

�白
犬

�小
考

�
�の

み
の
御
幣
の
物

�と

�つ
ま
ど
ひ
の
物

�と

�」

『
湘
南
短
期
大
学
紀
要
』
第
五
号
一
九
九
四
年
二
月

⑪
西
宮
一
民
『
古
事
記

新
訂
版
』
一
九
八
六
年
十
一
月
お
う
ふ
う

⑫
寺
田
恵
子
「
古
事
記

�若
日
下
部
王
求
婚
伝
承

�小
考

�
�背

日
幸
行

�の
解
釈
を
中
心

に

�」『
青
木
生
子
博
士
頌
寿
記
念
論
集
上
代
文
学
の
諸
相
』
一
九
九
三
年
十
二
月
塙
書
房

⑬
壬
生
幸
子
「
天
照
大
御
神
の
『
見
畏
』

�天
石
屋
戸
こ
も
り
を
み
ち
び
く
古
事
記
の
表
現
と

論
理

�」『
古
事
記
年
報
』
第
三
十
三
号
一
九
九
一
年
一
月

⑭
前
掲
書
⑩
⑫

⑮
山
路
平
四
郎
『
記
紀
歌
謡
評
釈
』
一
九
七
三
年
九
月
東
京
堂
出
版

⑯
拙
稿
「
古
代
道
行
詞
章

�影
媛
歌
謡
を
中
心
に

�」
『
日
本
歌
謡
研
究
大
系
（
上
巻
）
歌
謡

と
は
何
か
』
二
〇
〇
三
年
五
月
和
泉
書
院

⑰
拙
稿
「

春
日
皇

女
の

唱
和
歌
謡
に
つ
い
て
の
一
考

察
」
『
古
事
記
年
報
』
第
三
十
九
号

一
九
九
七
年
一
月

⑱
山

崎
か
お
り
「
若
日
下
部
王
の

人
物

像

�雄
略
記
の
求
婚
伝
承
を
中
心
に

�」
『
『
古
事
記
』

大
后
伝
承
の
研
究
』
二
〇
一
三
年
十
二
月
新
典
社

⑲
和
田

萃
「
三

輪
山

祭
祀
の

再
検

討
」
『
日
本
古
代
の

儀
礼
と

祭
祀

�信
仰
下
』
一
九
九
五
年

六
月
塙
書
房

⑳
高
崎
正
秀
「
皿
々
山
の
話
」『
物
語
文
学
序
説
』
一
九
四
二
年
十
二
月
青
磁
社

	守
屋

俊
彦
「
赤
猪
子
の
話

�三
輪
山
伝
承
考

�」
『
古
事
記
研
究

�古
代
伝
承
と
歌
謡
』

一
九
八
〇
年
十
月
三
弥
井
書
店


原
田

敦
子
「
水

辺
の
求
婚

�赤
猪
子
伝
承
と

井
手
の
下

帯
説
話

�」
『

同
志

社
国
文
学
』
第

四
十
一
号
一
九
九
四
年
十
一
月

�大
脇

由
紀
子
「
『
古
事
記
』
赤
猪
子
説
話
の
歌
謡
」
上
田

正
昭
編
『
古
事
記
の
新
研
究
』

二
〇
〇
六
年
七
月
学
生
社

�青
木
周
平
「
赤
猪
子
物
語
に
み
る

�老

�表
現
」
『
古
事
記
研
究

�歌
と
神
話
の
文
学

的
表

現

�』
一
九
九
四
年
十
二
月

お
う
ふ
う

た
だ
し
、

4
�五

一
五
に
は
ふ
れ

ら
れ
て
い
な

い
。

品
田
悦
一
前
掲
書
②

�上
田

設
夫
「
古
代
説
話
と
歌
謡

�雄
略
記
に
み
る
歌
謡
の

機
能

�」
『
文
学
』
四
四
巻
十
一

号
一
九
七
六
年
十
一
月

�中
西

進
「

宇
宙
の
水
」
『
古
代
日
本

人

�心
の

宇
宙
』
二
〇
〇
一
年
四
月

日
本

放
送
出
版

協
会

�青
木
周
平
前
掲
書

�

�土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
全
注
釈
古
事
記
編
』
一
九
七
二
年
一
月

角
川
書
店

�中
村
啓
信
訳
注
『
新
版
古
事
記
』
二
一
八
頁
注
、
二
〇
〇
九
年
九
月

角
川
学
芸
出
版

�『
古
事
記
日
本

思
想
大
系

1』
二
一
七
頁

一
九
八
二
年
二
月

岩
波
書

店
青
木
周
平
は

前
掲
書
③
に
お
い
て
こ
の
説
を
踏
襲
し
て
い
る
。

�中
川

ゆ
か
り
「
あ

ぐ
ら

ゐ
の
神
」
『
上
代

散
文
そ
の
表
現
の

試
み
』
二
〇
〇
九
年
二
月

塙
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書
房

�前
掲
書

�二
七
四
頁
頭
注

�前
掲
書

�二
七
五
頁
頭
注

�前
掲
書

�

�岸
俊
男
「
古
代
の
画
期
雄
略
朝
か
ら
の
展
望
」
岸
俊
男
編
『
日
本
の
古
代
第

6巻
王
権
を
め

ぐ
る
戦
い
』
一
九
八
六
年
十
一
月
中
央
公
論
社

�橋
本
達
雄
「

	や
す
み
し
し
我
が
大
君


考
」
『
万
葉
集
の
時
空
』
二
〇
〇
〇
年
三
月

笠
間

書
院

�和
田
萃
「
タ
カ
ミ
ク
ラ

�朝
賀

即
位
式
を
め
ぐ
っ
て

�」
『
日
本
古
代
の
儀
礼
と
祭
祀



信
仰
上
』
一
九
九
五
年
三
月
塙
書
房

�青
木
周
平
前
掲
書
③

�『
律
令
』
日
本
思
想
大
系

令
巻
第
八

公
式
令
第
廿
一
の
補
注
六
三
一
頁

一
九
七
六
年

十
二
月
岩
波
書
店

�神
野
志
隆
光
「
神
と
人

�天
皇
即
神
の
思
想
と
表
現

�」
『
柿
本
人
麻
呂
研
究
』
一
九
九
二

年
四
月
塙
書
房

�荻
原
千
鶴
「
『
古
事
記
』
の
雄
略
天
皇
像
」
『
日
本
古
代
の
神
話
と
文
学
』
一
九
九
八
年
一
月

塙
書
房

�舟
ケ
崎
正
孝
「
一
言
主
伝
承
か
ら
み
た
雄
略
天
皇
の
王
権
的
属
性
」
『
日
本
歴
史
』
一
七
三

号
一
九
六
二
年
十
月

�飯
村
高
宏
「
顕
現
す
る
ヒ
ト
コ
ト
ヌ
シ

�雄
略
記
に
於
け
る
表
現
の
方
法

�」
『
日
本
文
学

論
究
』
五
一
号
一
九
九
二
年
三
月

�阿
部
寛
子
「

�城
の
大
神
の
敗
北

�古
事
記
に
お
け
る

	名
告
り


か
ら

�」
『
上
代
文
学
』

第
五
〇
号
一
九
八
三
年
四
月

�奥
村
紀
一
「

	うつ
せ
み


の
原
義
」『
国
語
国
文
』
五
二
巻
十
一
号
一
九
八
三
年
十
一
月

�守
屋
俊
彦
「
氏
文
と
縁
起

�神
話
文
学
へ
の
展
開
」
『
日
本
文
学
史
を
読
む
Ⅰ
古
代
前
期
』

一
九
九
〇
年
四
月
有
精
堂

�中
川
ゆ
か
り
「
出
会
い
の
表
現

�不
思
議
を
語
る
意
識

�」
『
上
代
散
文
そ
の
表
現
の
試
み
』

二
〇
〇
九
年
二
月
塙
書
房
た
だ
し
、
こ
の
箇
所
は
用
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

�居
駒
永
幸
「
天
語
歌
の

�語り
言

�と
雄
略
天
皇
」『
古
代
の
歌
と
叙
事
文
芸
史
』
二
〇
〇
三

年
三
月
笠
間
書
院

�多
田
元
「
祭
祀
王
像
と
し
て
の

	天
語
歌


」『
古
代
文
芸
の
基
層
と
諸
相
』
二
〇
一
一
年
九

月
お
う
ふ
う

�黒
田
龍
二
「
神
宮
の
祭
儀
と
建
築
」
『
纒
向
か
ら
伊
勢

出
雲
へ
』
二
〇
一
二
年
二
月

学

生
社

�西
郷
信
綱
『
古
事
記
注
釈
第
四
巻
』
一
九
八
九
年
九
月
平
凡
社
一
六
一
頁

�吉
村
武
彦
「
都
と
夷
（
ひ
な
）

東
国

�古
代
日
本
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
覚
書

�」

『
萬
葉
集
研
究
』
第
二
一
集
一
九
九
七
年
三
月
塙
書
房

 森
朝
男
「
景
と
し
て
の
大
宮
人
」『
古
代
和
歌
と
祝
祭
』
一
九
八
八
年
五
月
有
精
堂

!長
野
一
雄
「
金

"岡

長
谷
百
枝
槻
の
構
想
」
前
掲
書
④

#辰
巳
正

明
監

修
『
古
事
記
歌

謡
注

釈
歌

謡
の

理
論
か
ら
読
み

解
く
古
代
歌

謡
の

全
貌
』
二
〇
一
四

年
三
月

新
典
社
二
五
九
頁
。
「

安
ら
か
に
お
や
す
み
に
な
る
我
が
大
君
の
」
と

訳
さ
れ

て
い
る
。

$神
野
志
隆
光
「

仁
徳

雄
略
の
歌

謡
物
語
」
『
古
事
記
の

世
界

観
』
一
九
八
六
年
六
月

吉

川
弘
文
館

%間
瀬

智
代
「
『
古
事
記
』

下
巻
の
三

重

&の
物
語

�そ
の
記

載
意

図
の
考

察

�」
『
中

京
国
文

学
』
第
一
七
号
、
一
九
九
八
年
三
月

'金
沢

英
之
「
『
古
事
記
』
三

重
の

采
女
の
歌

�ア
メ

ア
ヅ

マ

ヒ
ナ
の
位

置
づ
け
を
中

心

に
」『
萬
葉
集
研
究
』
第
三
三
集
二
〇
一
二
年
十
月
塙
書
房

※
延

喜
式
は
『

新
訂

増
補

國
史
大
系
第
二
十
六
巻

交
替
式

弘
仁
式

延
喜
式
』
一
九
三
七

年
十
二
月
吉
川
弘
文
館
に
よ
る
。

※
遊
仙
窟
は
八
木
沢
元
『
遊
仙
窟
全
講

増
訂
版
』
一
九
七
五
年
一
月

明
治
書
院
に
よ
る
。

※
釈
日
本
紀
は
『

新
訂

増
補

國
史
大
系
第
八
巻

釋
日
本
紀

日
本
書
紀

私
記

日
本

逸
史
』

一
九
三
二
年
二
月
吉
川
弘
文
館
に
よ
る
。

※
冠
辞
考
は
『
賀
茂
眞
淵
全
集
第
八
巻
』
一
九
七
八
年
六
月

続
群
書
類
従
完
成
会
に
よ
る
。

※
古
事
記

日
本
書
紀
の
本
文
は
、『
日
本
古
典

(學
大
系
』
岩
波
書
店
に
よ
る
。

※
万
葉
集
の
本
文
は
、
講
談
社
文
庫
に
よ
る
。

（
か
ら
す
だ
に
と
も
こ

日
本
語
日
本
文
学
科
）
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